
あなたのお宅は、「地震」に「自信」がありますか?

広報しんしろ「ほのか」保存用ファイルの広告募集

市職員募集

新城市民文化講座

妊婦さんと薬のお話

つながりを持ち続けたい
BOLETIM INFORMATIVO DE SHINSHIRO（ポルトガル語版広報）

県消防操法大会で優勝!!

�緊急医・カレンダー　�ニューススポット　�しんしろ・知ろう・あらかると　

�お知らせ　�ほのか診察室　�輝くひと☆発見　�しみんのトビラ
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《主な内容》

私たちも新城ラリーを応援しています!私たちも新城ラリーを応援しています!
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今月の人口
平成19年8月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
   異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口… 52,028人（　＋1）

男……… 25,534人（　＋3）

女……… 26,494人（　－2）

世帯数…………16,332世帯

暮らしのカレンダー 緊急医（午後7時～午後11時） 緊 急 医

休 日 診 療 所

20079September

暮らしのカレンダー 緊急医

出生……38人

死亡……45人

転入……85人

転出……77人

今月の表紙

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　　【開】作手開発センター

外来のみですので、受診を希望される方は、電話で容態を
事前に連絡してお越しください。
また、緊急医は都合で変わることがあります。

平日／午後7時～午後11時

平日／午後7時～午後11時

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
東郷西
保育園

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

9月　2日（日）・　9日（日）

　　16日（日）・17日（祝）

　　23日（日）・24日（振休）

　　30日（日）

（ 大 野 ）

（ 布 里 ）

（ 平 井 ）

（ 平 井 ）

（ 本 町 ）

（東新町）

（ 布 里 ）

（ 海 老 ）

( 副 川 )

（ 的 場 ）

（ 大 野 ）

（東新町）

（ 栄 町 ）

（ 杉 山 ）

（ 栄 町 ）

（ 大 野 ）

（東新町）

( 副 川 )

（ 長 篠 ）

（ 長 篠 ）

（下吉田）

（ 海 老 ）

（ 杉 山 ）

（ 栄 町 ）

（ 富 永 ）

（緑が丘）

（大野田）

（玖老勢）

（ 富 沢 ）

（ 的 場 ）

7

26

金

水

夜

夜 春日眼科

さくら眼科
☎22-4100

☎24-3222

（上平井）

9

11

日

火

昼

夜

☎24-6022
18 火 夜

石川整形外科
クリニック

皮フ科
新栄クリニック

☎24-6500
（平　井）

（平　井）

（杉 山）

医科・歯科とも開設しています。

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

2

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

子どもたちが新城ラリーをPR

　新城ラリー支援委員会（代表：

原田 明義 氏）から、川田子ど

も会に、新城ラリーを応援して

いるという声の吹き込みの依頼

があり、7月22日（日）に、川田

公民館で収録を行いました。

　吹き込みに協力してくれたの

は、千郷小学校の1年生から5年

生までの9人。「新城ラリー

2007 11月9・10・11日開催 ぼく・

私たち新城ラリーを応援してい

ます」とかわいい声が部屋いっ

ぱいに響き渡りました。

　この声援は、今後行われる各

種イベントで流れる予定です。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

星野病院

森下医院

内山医院

米田内科

中根医院

西新町内科整形外科外科医院

森下医院

宮本病院

静巌堂医院

中村医院

ほうらいクリニック

村松内科

高木内科医院

ちさと医院

今泉病院

ほうらいクリニック

村松内科

静巌堂医院

ながしのクリニック

荻野医院

織田医院

宮本病院

ちさと医院

高木内科医院

くまがい医院

緑が丘診療所

あいきょうクリニック

今泉医院

茶臼山厚生病院

中村医院

がん征圧月間(～30日)�
健康増進普及月間(～30日)�
絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）
設楽原ミニ講座【資】

設楽原ミニ講座【資】

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

警察相談の日

子どもの人権110番強化週間(～23日)

秋の全国交通安全運動(～30日)

防災の日

振替休日

救急の日・救急医療週間(～15日)

敬老の日

秋分の日

食育の日

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】

体育室親子無料開放(午後)【青】

結核予防週間(～30日)
県景観シンポジュウム【文】

☎32-1515

☎36-0002

☎24-1212

☎24-0700

☎24-1661

☎22-0372

☎36-0002

☎35-0811

☎35-0022

☎22-2863

☎32-1026

☎22-0026

☎22-2861

☎23-4321

☎22-1150

☎32-1026

☎22-0026

☎35-0022

☎32-3223

☎32-0020

☎34-0021

☎35-0811

☎23-4321

☎22-2861

☎23-6800

☎24-4026

☎24-1777

☎35-1003

☎22-2266

☎22-2863
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　母屋に光ケーブルの引き込みを行い、別棟（離れ）でインターネット、ケーブル

テレビを利用する場合、別途配線工事が必要です。

　別棟配線工事では、母屋から別棟に配線をする工事と、テレビ配線接続工事を

行います。配線工事費用については、テレビ配線数、配線経路によって費用が異

なります。

■本

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問

離れ工事費� 　　　　　　　2,625円／本

テレビ1台の配線接続�　　　　　　12,600円

テレビ2台の配線接続�　　　　　　14,700円

配 線 数 　　　　�　　　　費　　　用

配線費用 ：10,500円（基本料金）＋（2,100円×配線数）

工事の費用について（ティーズで施工した場合）

テレビ配線とインターネット配線は、各2,625円の離れ工事費がかかります。

別棟配線工事には、離れ工事費＋配線費用がかかります。

※母屋と別棟の間を配線するために必要な工事費のことです。

※

べ

つ

　
む

ね

おも や

べ っ と
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市
の
住
宅
耐
震
事
業
の
進
捗

状
況
は
、
平
成
18
年
度
末
で
耐

震
診
断
実
施
棟
数
は
900
棟
、
そ

の
う
ち
762
棟
が
補
強
を
必
要
と

診
断
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
耐
震

改
修
は
22
棟
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
市
内
に
は
、
東
海
・
東

南
海
地
震
で
大
き
な
被
害
が
予

測
さ
れ
る
旧
基
準
木
造
住
宅
が

約
７，
６
０
０
棟
あ
る
こ
と
か
ら
、

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
地
震
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

木
造
住
宅
の
耐
震
化
促
進
を
図

る
た
め
、
塩
沢
地
区
を
モ
デ
ル

地
区
と
設
定
し
、
市
の
職
員
が

対
象
者
宅
を
訪
問
し
、
事
業
の

説
明
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま

す
。

対
象

　
塩
沢
地
区
　
昭
和
56
年
５
月

　
31
日
以
前
の
木
造
居
宅
を
所

　
有
す
る
方

Ｐ
Ｒ
期
間

　
８
月
16
日

（木）
〜
25
日

（土）

Ｐ
Ｒ
時
間
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時

訪
問
者

　
都
市
計
画
課
職
員

※
な
お
、職
員
が
訪
問
し
た
と
き
、代
金

　
の
請
求
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

木
造
住
宅
耐
震
事
業
促
進

ロ
ー
ラ
ー
作
戦
実
施
の
お
知
ら
せ

東海、東南海地震の愛知県の被害想定

東海地震　 東南海地震　東海・東南海同時

（愛知県東海地震・東南海地震等被害予測調査の概要）

人的被害
（人）

建物全壊
（棟）

死者

負傷者

揺れ・液状化

山、がけ崩れ

火災

270

1万2,000

1万2,000

990

2,400

1,300

4万7,000

6万

2,000

1万5,000

2,400

6万6,000

9万8,000

3,000

4万9,000

　
あ
す
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
わ
れ

て
い
る
東
海
地
震
（
30
年
以
内
発
生
確

率
87
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
東
南
海
地
震
（
同

60
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
対
策
と
し
て
、
市

で
は
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
生
命
、
財
産

を
地
震
か
ら
守
る
た
め
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
地

震
、
能
登
半
島
地
震
、
今
年
７
月
に
発

生
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
な
ど
の
地

震
を
教
訓
に
、
大
規
模
地
震
に
対
す
る

対
策
の
重
要
性
が
よ
り
一
層
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、
６，
４
３
４
人
の
方
が
亡
く
な
り
、

そ
の
う
ち
約
８
割
の
方
は
、
自
ら
の
住

宅
の
倒
壊
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
昭
和
56
年
以
前
の
木
造
住
宅
に

大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
震
で
大
き
な
被
害
を
出

さ
ず
、
尊
い
命
を
失
わ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
耐
震
診
断
で
自
分
の
家

の
耐
震
性
を
知
り
、
耐
震
補
強
を
す
る

な
ど
必
要
な
備
え
を
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
来
た
ら
来
た
と
き
」
で
は
な
く
、

「
備
え
て
安
心
」
の
家
造
り
を
検
討
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
カ
ッ
コ
内
の
地
震
発
生
確
率
は
、
地

震
調
査
研
究
本
部
が
平
成
18
年
に
公
表

し
た
も
の
で
す
）

都
市
計
画
課

☎
23
‐
7
6
4
0

経
済
建
設
課

☎
32
‐
1
9
7
7

地
域
整
備
課

☎
37
‐
2
2
1
1

■鳳 ■本
●問

■作

し
ん
ち
ょ
く



5 広報しんしろ 2007.9

■
住
宅
耐
震
診
断
事
業

�
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
派
遣
事
業

　
　
耐
震
診
断
員
（
愛
知
建
築
士
会
）に

　
委
託
し
、
ご
自
宅
に
伺
い
無
料
で
診

　
断
を
行
う

　
対
象
建
物
　
昭
和
56
年
5
月
31
日
以

　
前
に
着
工
さ
れ
、
木
造
で
在
来
軸
組

　
構
法
ま
た
は
伝
統
構
法
で
建
築
さ
れ

　
た
住
宅
で
あ
り
、
就
寝
す
る
部
屋
が

　
あ
る
こ
と

■
住
宅
耐
震
改
修
事
業

�
耐
震
性
向
上
事
業
（
計
画
作
成
経
費

　
助
成
）

　
　
耐
震
診
断
後
、
ス
ム
ー
ズ
に
耐
震

　
改
修
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
必
要
と

　
な
る
建
築
士
の
補
強
計
画
設
計
書
作

　
成
費
用
に
対
し
、
10
万
円
を
上
限
と

　
し
て
助
成

�
耐
震
補
強
事
業
（
補
強
工
事
経
費
助

　
成
）

　
　
無
料
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、

　
耐
震
評
点
が
0.7
未
満
（
倒
壊
す
る
可

　
能
性
が
高
い
）
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

　
を
1.0
以
上
（
一
応
倒
壊
し
な
い
）
に
、

　
0.7
以
上
1.0
未
満
（
倒
壊
す
る
可
能
性

　
が
あ
る
）
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
を
、

　
0.3
以
上
評
点
を
上
げ
る
耐
震
補
強
工

　
事
に
対
し
、
60
万
円
を
上
限
と
し
て

　
助
成
。
な
お
、
工
事
は
各
年
度
２
月

　
末
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と

�
耐
震
補
強
市
内
施
工
推
進
事
業
（
補

　
強
工
事
経
費
助
成
）
　

　
本
庁
商
工
課
対
応
　

　
　
市
内
業
者
が
施
工
す
る
も
の
に
限

　
り
、
耐
震
補
強
工
事
の
工
事
経
費
が

　
60
万
円
を
超
え
た
額
の
２
分
の
1
、

　
5
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成

■
耐
震
改
修
促
進
税
制

�
所
得
税
額
の
特
別
控
除
　

　
　
耐
震
補
強
工
事
を
平
成
20
年
12
月

　
31
日
ま
で
の
間
に
行
っ
た
場
合
、
耐

　
震
改
修
費
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当

　
す
る
額
（
上
限
20
万
円
）
を
確
定
申

　
告
で
控
除

�
固
定
資
産
税
額
の
減
額
措
置
（
一
定

　
期
間
減
額
）

　
　
耐
震
補
強
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

　
固
定
資
産
税
額
（
１
戸
あ
た
り
120
平

　
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
に
限
る
）

　
が
申
請
で
減
額

　
①
平
成
18
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
21

　
　
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
耐
震
改

　
　
修
が
完
了
し
た
場
合
、
翌
年
度
か

　
　
ら
３
年
分
の
固
定
資
産
税
額
を
２

　
　
分
の
１
に
減
額

　
②
平
成
22
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
24

　
　
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
耐
震
改

　
　
修
が
完
了
し
た
場
合
、
翌
年
度
か

　
　
ら
２
年
分
の
固
定
資
産
税
額
を
２

　
　
分
の
１
に
減
額

　
③
平
成
25
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
27

　
　
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
耐
震
改

　
　
修
が
完
了
し
た
場
合
、
翌
年
度
か

　
　
ら
１
年
分
の
固
定
資
産
税
額
を
２

　
　
分
の
１
に
減
額

　
　
※
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
後
3
カ

　
　
　
月
以
内
に
申
請
す
る
こ
と
が
必

　
　
　
要

■
耐
震
相
談

�
無
料
住
宅
耐
震
相
談
開
設

　
　
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
に
勤
労
青

　
少
年
ホ
ー
ム
、
第
２
土
曜
日
に
鳳
来

　
総
合
支
所
、
奇
数
月
第
４
土
曜
日
に

　
作
手
総
合
支
所
で
実
施
。
午
前
９
時

　
か
ら
正
午
ま
で
、
愛
知
建
築
士
会
の

　
建
築
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
る
。

　
相
談
に
は
、
建
築
時
期
、
構
造
は
問

　
わ
な
い
が
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必

　
要※

い
ず
れ
の
助
成
金
も
、
本
庁
都

　
市
計
画
課
・
鳳
来
総
合
支
所
経

　
済
建
設
課
・
作
手
総
合
支
所
地

　
域
整
備
課
へ
事
前
に
申
請
書
を

　
提
出
し
、
審
査
で
合
格
し
た
も

　
の
だ
け
に
交
付
す
る

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

 
い
じ
め
・
虐
待
な
ど
、
子

ど
も
の
人
権
に
か
か
わ
る
悩

み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

 
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で

悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時

　
9
月
17
日

（祝）
〜
23
日

（日）
 

※
17
日

（祝）
か
ら
21
日

（金）
ま
で

　
は
、
午
前
8
時
30
分
か
ら

　
午
後
7
時
ま
で

　
22
日

（土）
・
23
日

（日）
は
、
午

　
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま

　
で

子
ど
も
の
人
権
110
番
の

専
用
電
話

�
0
1
2
0
‐
007
‐
1
1
0

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
０
５
２
‐
952
‐
８
１
１
１

●問

人権イメージキャラクター

人KENまもる君 人KENあゆみちゃん

ぎ
ゃ
く
た
い
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広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」

を
保
存
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
、
広

告
枠
を
設
け
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
の
自
主
財
源
の
確
保
と
、
市

内
企
業
や
商
店
な
ど
の
振
興
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

規
　
　
格
　
Ａ
４
判
　
縦

発
行
部
数
　
１
６，
５
０
０
部

発
行
時
期
　
12
月
予
定

配
布
エ
リ
ア
　
市
内
全
域

申
込
締
切
　
９
月
28
日

（金）

　
　
　
　
　
午
後
５
時
必
着

申
込
方
法

　
申
込
書
（
新
城
市
印
刷
物
広
告
取

　
扱
要
領
第
５
条
（
第
１
号
様
式
）
）
を

　
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
E
メ

　
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

入
稿
締
切
　
10
月
19
日

（金）

　
　
　
　
　
午
後
５
時

　
６
月
30
日

（土）
、
７
月
６
日

（金）
、
20

日
（金）
の
3
日
間
、
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

話
し
合
い
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
公
募
に
よ
る
26
人
の
参
加
者
が
、

市
が
抱
え
る
課
題
を
５
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
総
合
計
画
策
定
に
関
し

て
行
い
ま
し
た
が
、
市
で
は
、
今
後

も
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
話
し
合
い
の

場
づ
く
り
に
努
め
な
が
ら
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
総
合
計
画
は
基
本
構
想（
案
）

を
作
成
し
、
７
月
30
日

（月）
に
「
総
合

計
画
審
議
会
」
に
提
案
し
、
審
議
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
基
本
構
想
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
や
将
来
像
、
重
点
的
に
取
り

組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
総
合
計

画
の
中
心
と
な
る
部
分
で
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
基
本
構
想（
案
）

の
資
料
は
、
順
次
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

企
画
課
　
☎
23
‐
7
6
2
0

●問
本

k
ik

a
k
u
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

●em

企
画
課
　
�
23
‐
7
6
2
1

           

�
23
‐
7
2
9
6

k
ik

a
k
u
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

郵
送
先

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2（
住
所
不
要
）

新
城
市
役
所
企
画
課
あ
て

●問
本●em

掲
載
面

位
置

裏
表
紙

表
紙
裏
面

ス
ペ
ー
ス

280mm
×

170mm

50mm
×

95mm

枠
数

広
告
料

（
税
込
）

色
数

１
枠

（
１
枠
）

8
枠

4
色

単
色

30
万
円

5
万
円

広
告
に
つ
い
て

職種
など

人員
採   用
年月日

受験資格（年齢、免許）
募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

日
、
配
布
場
所

・
配
布
日
　
8
月
6
日

（月）
か
ら

・
配
布
場
所
　
新
城
市
民
病
院
　

　
総
務
課
（
３
階
）

申
込
受
付
期
間

　
9
月
3
日

（月）
〜
10
日

（月）
　

　
（
た
だ
し
、土
・
日
曜
日
は
除
く
）

提
出
書
類

・
試
験
申
込
書
・
受
験
票
・
免
許

　
証
の
写
し
・
卒
業
証
明
書
ま
た

　
は
卒
業
見
込
証
明
書

試
験
日
・
試
験
内
容

　
９
月
20
日

（木）

　
面
接
、
作
文
、
健
康
診
断

市
職
員
募
集

平
成
19
年
度 

（
平
成
19
年
10
月
1
日
）

平
成
20
年
度 

（
平
成
20
年
4
月
1
日
）

採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

若
干
名

若
干
名

平成19年
10月1日

平成20年
4 月１日

昭和51年4月2日以降に
生まれ、臨床工学技士の
資格を有する方

臨床
工学
技士

薬剤師

昭和42年4月2日以降に
生まれ、薬剤師の資格を
有する方、または資格取
得見込みの方

新
城
市
民
病
院
　
総
務
課

☎
23
‐
7
8
5
2

●問
本 臨

床
工
学
技
士
・
薬
剤
師

※
応
募
の
前
に
必
ず
関
係
規
定
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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消防署　☎ 22‐1119

　
上
級
救
命
講
習
会
を
受
講
し
て
、
あ
な

た
も
救
命
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
り
ま
せ

ん
か
。

　
上
級
救
命
講
習
会
は
、
普
通
救
命
講
習

会
の
内
容
（
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
）
に

加
え
、
傷
病
者
管
理
・
外
傷
の
手
当
て
要
領
・

搬
送
法
を
習
得
す
る
も
の
で
す
。
初
め
て

受
講
さ
れ
る
方
で
も
、
過
去
に
普
通
救
命

講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方
で
も
受
講
で
き

ま
す
。

　
上
級
救
命
講
習
会
は
、
８
時
間
の
講
習
の

た
め
、
救
命
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
じ
っ
く
り
習
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
人
に
も
し
も
の
こ
と
が

起
こ
っ
た
時
の
た
め
に
、
受
講
を
お
勧
め
し

ま
す
。

開
催
日
時
　
９
月
16
日

（日）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

開
催
場
所
　
消
防
署
鳳
来
分
署

講
習
内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

　
　
　
　
　
（
成
人
・
小
児
・
乳
児
）・
大
出

　
　
　
　
　
血
時
の
止
血
法
・
傷
病
者
管
理

　
　
　
　
　
外
傷
の
手
当
て
要
領
・
搬
送
法

定
　
　
員
　
10
人
程
度

持

ち

物
　
筆
記
具

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。
な
お
、
お
弁
当
は
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
と
は
、
地
震

や
風
水
害
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、

安
否
確
認
の
た
め
被
災
地
へ
向
け
て
の
通
信

が
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
と
き
、

被
災
地
域
や
そ
の
他
の
地
域
の
方
々
と
の
間

で
「
声
の
伝
言
板
」
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　
「
防
災
週
間
」
の
期
間
中
は
、
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
が
訓
練
用
と
し
て
運
用
さ
れ
、

実
際
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
災
害
時
に
、
落
ち
着
い
て
使
用
で
き
る
よ

う
に
、
使
い
方
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

運
用
期
間

　
８
月
30
日

（木）
午
前
９
時
〜
９
月
５
日

（水）
　

　
午
後
５
時
ま
で
（
24
時
間
使
用
可
能
）

利
用
方
法

　
「
171
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
利
用
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
従
っ
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
録
音
・
再
生

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
10
月
７
日

（日）
　
消
防
署
作
手
出
張
所

�
12
月
９
日

（日）
　
消
防
署
鳳
来
分
署

�
２
月
10
日

（日）
　
消
防
署

い
ず
れ
も
３
時
間
の
講
習
会
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
９
月
９
日
が
何
の
日
か
ご
存

じ
で
す
か
。

　
９
（
き
ゅ
う
）
と
９
（
き
ゅ
う
）
で
「
き
ゅ

う
き
ゅ
う
」
、
す
な
わ
ち
「
救
急
の
日
」
で

す
。

　
「
救
急
の
日
」
は
、
救
急
業
務
や
救
急

医
療
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解

と
認
識
を
深
め
て
も
ら
い
、
救
急
医
療
関

係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
昭
和
57
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
以

来
、
毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
と

し
、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を
「
救
急
医

療
週
間
」
と
し
て
、
全
国
各
地
で
応
急
手

当
の
講
習
会
を
中
心
と
し
た
救
急
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

応
急
手
当
の
重
要
性

　
誰
か
が
突
然
の
事
故
や
病
気
な
ど
に
あ

っ
た
と
き
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
の
間
に
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
方
が
、

迅
速
な
119
番
通
報
や
適
切
な
応
急
手
当
を

速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
傷
病
者
の

救
命
効
果
が
い
っ
そ
う
向
上
し
ま
す
。

　
救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
方
の
応
急
手

当
、
救
急
隊
員
の
応
急
処
置
と
搬
送
、
医

療
機
関
で
の
処
置
の
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
ば
、
多
く
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

普
通
救
命
講
習
会
開
催

上
級
救
命
講
習
会
開
催

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

171
の
活
用

●問

9月9日は「救急の日」

こ

う

よ

う

し

け

つ

ほ

う

し

ん

ぱ

い

そ

せ

い

ほ

う

し
ょ
う
び
ょ
う
し
ゃ
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深
刻
な
地
球
温
暖
化
の
問
題
は
、

地
球
規
模
の
非
常
に
大
き
な
問
題
で

あ
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
地
球
の

未
来
の
た
め
に
、
今
、
私
た
ち
が
果

た
す
役
割
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
に
的
確
な
情
報
を
提

供
し
、
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
ア
ル
・
ゴ
ア
元
ア
メ
リ

カ
副
大
統
領
が
出
演
し
た
「
地
球
温

暖
化
問
題
」
に
つ
い
て
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
「
不
都
合
な
真
実
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
、
無
料
で
貸
し
出
し
し

て
い
ま
す
。
ア
ル
・
ゴ
ア
氏
は
、
こ

れ
ま
で
熱
心
に
地
球
温
暖
化
問
題
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
て
、
数
多
く
の

講
演
会
で
、
私
た
ち
が
生
活
の
中
で

環
境
を
守
る
努
力
を
続
け
る
こ
と
の

重
要
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
温
暖
化

防
止
対
策
を
進
め
て
い
く
一
つ
の
啓

発
事
業
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
無
料
貸
し

出
し
を
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
機
会
を
通
じ
て
、
温
暖
化
問

題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
環
境
に
配
慮
し
た
行
動

へ
と
つ
な
げ
る
取
り
組
み
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
環
境
課
で
は
、
ご
家
庭
で
不
用

に
な
っ
た
品
物
や
、
新
品
で
な
く

て
も
ま
だ
使
え
る
も
の
な
ら
使
用

し
た
い
と
い
う
情
報
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
情
報
を
も
と
に
、
皆
さ
ん

が
お
互
い
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、

不
用
品
の
交
換
・
交
渉
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
「
譲
り
た
い
も
の
」

と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
の
あ

る
方
は
、

①
名
前
　
②
住
所
　
③
電
話
番
号

を
本
庁
環
境
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

�
連
絡
方
法
は
、
電
話
、
フ
ァ
ッ

　
ク
ス
、
は
が
き
な
ど
な
ん
で
も

　
結
構
で
す
。

�
広
報
「
ほ
の
か
」
へ
の
掲
載
は
、

　
原
則
２
カ
月
連
続
で
掲
載
し
ま
す
。

　
掲
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
後
も
「
譲

　
り
た
い
も
の
」
が
残
っ
て
い
る

　
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

環境課　☎23‐7629  �23‐8388●問 本

平
成
19
年
1
月
か
ら
6
月
ま
で
の

　
　
　
　
　
広
報
「
ほ
の
か
」
掲
載
分

※
受
付
中
の
も
の
は
、
ま
だ
交
渉
が
さ
れ
て

　
い
な
い
も
の
で
す
。

譲
り
た
い
も
の

�
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

�
パ
ソ
コ
ン
ラ
ッ
ク
（
高
さ
130
セ
ン
チ
・

　
幅
64
セ
ン
チ
・
奥
行
き
65
セ
ン
チ
）

�
つ
っ
ぱ
り
棒
（
地
震
対
策
用
品
）

�
電
動
ベ
ル
ト
（
健
康
器
具
）

�
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
イ
ク
（
健
康
器
具
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

�
製
粉
機

�
パ
イ
プ
支
柱
（
農
業
用
）

譲
り
た
い
も
の

�
腹
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ベ
ン
チ
＝
交
渉
成
立

�
電
子
レ
ン
ジ
　
　
　
　
　
　
＝
処
分
済
み

�
ベ
ビ
ー
カ
ー
　
　
　
　
　
　
＝
交
渉
成
立

�
ハ
ム
ス
タ
ー
用
ケ
ー
ジ
　
　
＝
処
分
済
み

�
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
8
段
靴
棚
＝
処
分
済
み

�
エ
レ
ク
ト
ー
ン
（
イ
ス
付
）
＝
受
付
中

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

�
ジ
ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー
　
　
　
＝
受
付
中

�
コ
ン
テ
ナ
（
農
業
用
）
　
　
　
＝
受
付
中

�
乳
母
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
受
付
中

�
ぶ
ら
下
が
り
健
康
器
　
　
　
＝
交
渉
成
立

�
糸
つ
む
ぎ
車
　
　
　
　
　
　
　
＝
受
付
中

�
は
た
織
り
道
具
　
　
　
　
　
　
＝
受
付
中

�
円
形
座
卓
　
　
　
　
　
　
　
＝
購
入
済
み

�
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
（
自
動
車
用
）
＝
交
渉
成
立

　
毎
月
の
「
エ
コ
と
ぴ
っ
く
す
」
で

お
知
ら
せ
す
る
も
の
に
「
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
る
の
を
ご

存
じ
で
す
か
。

　
こ
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ

ー
」
は
、
平
成
12
年
４
月
号
の
広
報

紙
（
旧
新
城
市
の
広
報
紙
）
か
ら
始

ま
り
、
今
年
で
８
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　
ご
み
は
、
生
活
や
経
済
活
動
の
結

果
出
て
く
る
必
要
の
な
い
も
の
で
す

が
、
立
場
や
見
方
を
少
し
変
え
る
と
、

必
要
が
な
い
と
思
わ
れ
た
も
の
で
も

大
切
な
も
の
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
「
ご
み
」
が
「
ご
み
」
で
な
く

な
り
、
「
資
源
」
に
な
る
こ
と
に
着

目
し
て
開
設
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の

皆
さ
ん
に
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

活
用
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
ご
み

の
量
が
減
り
、
環
境
へ
の
悪
い
影
響

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
利
用
方
法

今
月
の

〒441-1392（住所不要）新城市役所環境課あて

kankyou@city.shinshiro.lg.jp●em

は
つ

け
い
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現
在
、
全
国
各
地
で
「
レ
ジ
袋
減

ら
し
隊
」
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
国
の
「
生
活
学
校
」
が
、

内
閣
府
、
経
済
産
業
省
、
環
境
省
の

後
援
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
７
月

か
ら
の
半
年
間
で
レ
ジ
袋
３,
０
０

０
万
枚
を
減
ら
し
、
ま
た
、
一
人
ひ

と
り
の
行
動
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

社
会
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

さ
ら
に
そ
の
行
動
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
年
間
305
億
枚
の
レ
ジ

袋
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ジ
袋
の

原
料
は
石
油
。
レ
ジ
袋
を
作
る
た
め

に
約
60
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
レ
ジ
袋
１
枚

を
ご
み
と
し
て
燃
や
す
こ
と
で
９
グ

ラ
ム
の
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
ま

す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
レ
ジ
袋
を
断
り
、

レ
ジ
袋
の
使
用
を
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
二
酸
化
炭
素
削
減
に
つ

な
が
り
地
球
温
暖
化
防
止
に
な
り
ま

す
。

　
「
レ
ジ
袋
を
使
わ
な
い
か
ら
”

は

ん
こ

“
を
く
だ
さ
い
」
と
い
う
も
の

で
す
。

　
ど
の
お
店
の
ど
ん
な
印
で
も
い
い

の
で
、
レ
ジ
袋
を
断
る
度
に
専
用
の

カ
ー
ド
に
一
つ
ず
つ
記
録
し
て
も
ら

い
ま
す
。

　
環
境
課
に
こ
の
カ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
カ
ー
ド
を
携
帯
し
取

り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
市
全

体
に
広
が
る
よ
う
、
新
城
・
作
手
の

生
活
学
校
を
中
心
に
市
民
の
皆
さ
ん

に
周
知
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
道
な
活
動
を
市
域
に

広
げ
て
い
く
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
率
先
し
た
行
動
が
大
切
で
す
。

◎
取
り
組
み
期
間

　
平
成
19
年
12
月
31
日

（月）
ま
で

　
（
９
月
末
に
中
間
集
計
の
た
め
、

　
カ
ー
ド
を
い
っ
た
ん
回
収
し
ま
す
）

※
カ
ー
ド
は
、
一
人
何
枚
で
も
携
帯

　
で
き
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
が
い
っ
ぱ

　
い
に
な
っ
た
ら
、
環
境
課
に
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
カ
ー
ド
は
ス
タ
ン
プ

を
貯
め
て
お
店
で
商
品
や
特
典
な
ど

に
交
換
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ウラ面は…

�
対
象
者

　
市
内
に
居
住
す
る
個
人

�
期
　
間

　
基
本
的
に
４
日
以
内

�
貸
　
出

　
希
望
者
を
登
録
し
、
申
し
込
み

　
の
先
着
順
に
貸
し
出
し
ま
す
。

　
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

�
貸
出
・
返
却
場
所

　
環
境
課
（
市
民
体
育
館
１
階
）

　
☎
23
‐
7
6
7
7

�
貸
出
時
に
必
要
な
も
の

　
免
許
証
、
学
生
証
な
ど
身
元
の

　
分
か
る
も
の

�
禁
止
事
項

・
営
利
目
的
で
の
使
用

・
第
三
者
へ
の
転
貸

・
個
人
視
聴
目
的
以
外
で
の
使
用

・
複
写
な
ど
著
作
権
侵
害
行
為

※
そ
の
他

　
D
V
D
の
内
容
に
関
す
る
意
見
 

　
や
感
想
、
そ
の
ほ
か
の
協
力
を

　
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た

び

て

ん

た

い
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　今年で 32 回を迎える郷土芸能祭が、作手開発セ

ンターで開催されました。作手若芽会（作手地区）が、

地域に伝わる歌舞伎の伝統文化を守り、伝承してい

くために脈々と続けています。

　今年は、山の手歌舞伎（新城地区）が出演し、「弁

天娘女男白浪　稲瀬川勢揃いの場」を披露しました。

　また、子供歌舞伎 ｢鬼一法眼三略巻　今出川菊畑

の場｣ では、作手地区の保育園児から高校生までが

出演し、訪れた約 150 人の観客を魅了しました。

　自転車による公道レース ｢ツール・ド・新城｣ が、

新城総合公園周辺で行われました。この競技は、市

の豊かな自然を活用してアウトドアスポーツを行い、

まちづくりを進める ｢DOS（Do　Outdoor　Sports）

地域再生プラン｣ に基づくもので、今年で 3 回目に

なります。

　小雨の降る中でスタートしたレースは、ぬれた路

面のため転倒する選手も出ました。

　2 日間で全国から集まった選手は 897 人で、白熱

したレースとなりました。

　これをきっかけに、市の経済の活性化がはかられ

るといいですね。

　設楽原決戦場まつりが、竹広地区の古戦場一帯

で行われました。

　信玄塚での戦没者慰霊法要が営まれた後、馬防

柵などで創作演舞、武者行列、設楽原決戦の再現

演武などを、東郷東・西小学校の児童と東郷中学

校の生徒が熱演しました。

　このほかにも、和太鼓の演奏や、長篠・設楽原

鉄砲隊による火縄銃の演武がまつりを盛り上げま

した。

郷土芸能祭

ツール・ド・新城

設楽原決戦場まつり

7/ 8�

7/ 8�

7/ 7�

8�
・

わ か め かい

て ん むすめ め お の し ら な み

べ ん

い な せ が わ せ い ぞ ろ

き い ち ほ う が ん さ ん り ゃ く の ま き い ま で が わ き く ば た け せ ん ぼ つ し ゃ い れ い ほ う よ う

さ く

ば ぼ う
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⑱

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
　
☎
32
‐
0
1
6
2

●問

お

みなみ や し げ

　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
は
、
三
輪
川

（
宇
連
川
）
と
寒
狭
川
（
豊
川
）
と
い

う
二
つ
の
大
き
な
川
の
交
わ
る
と
こ
ろ

（
渡
合
）
の
断
崖
絶
壁
地
に
あ
る
長
篠

城
址
に
、
昭
和
39
年
、
城
郭
風
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
保
存
館
は
、
長
篠
合
戦
に
関
す
る
貴

重
な
資
料
を
収
蔵
・
展
示
し
て
い
て
、

そ
の
主
な
も
の
と
し
て
「
奥
平
家
血
染

め
の
陣
太
鼓
」
・
「
鳥
居
強
右
衛
門
磔
刑

の
図
」
・
「
長
篠
合
戦
図
屏
風
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
展
示
ケ
ー
ス
に
は
そ
れ
ぞ

れ
案
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
設
け
て
あ
り
、

入
館
者
の
方
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
展
示
品
の
メ
ー
ン
で
あ
る
「
奥
平
家

血
染
め
の
陣
太
鼓
」
は
、
籠
城
し
て
い

た
奥
平
兵
士
の
血
痕
と
さ
れ
、
当
時
の

戦
い
の
す
さ
ま
じ
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。

　グリーンランド出身のアカ・ビンザーさん（高

校 2 年生）が、市役所を訪れました。彼女は、

新城ライオンズクラブが海外交換青年として受

け入れました。

　穂積市長が初めて訪れた日本で何を学びたい

のか尋ねると、｢日本文化を体験する中で、多く

の人と話をしたい｣と意気込んでいました。

　東部・吉川保育園の園児たち41人が、南谷茂

夫さん（日吉地区）のぶどう園へ招待され、ぶ

どう狩りを楽しみました。

　今年で28回目になるぶどう狩り。園児たちは、

南谷さんに抱き抱えられて、ぶどうにハサミを

入れて切り取り、口に入れると｢おいしいね｣と

喜んでいました。

収穫体験

日本文化を学ぶ

7/ 20�

7/10�

な

が

し

の

じ
ょ
う
 

し

 

し

 

せ

き

 

ほ

 

ぞ

ん

 
か

ん

所
在
地

　
長
篠
字
市
場
22
‐
１

入
館
料

　
一
般
210
円
、
小
・
中
学
生
100
円

※
設
楽
原
歴
史
資
料
館
と
の
共
通
券

　
一
般
400
円
、
小
・
中
学
生
150
円

開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日

　
毎
週
火
曜
日
（
火
曜
日
が
祝
日
の

　
場
合
は
翌
日
）
と
12
月
29
日
か
ら

　
翌
年
１
月
３
日

奥平家血染めの陣太鼓

み

　

わ

と
り

い

す

ね

え

も

ん

は
り

つ
け

じ

ん

だ

い

こ

じ
ょ
う
か
く

び

ょ

う

ぶ

ろ
う
じ
ょ
う

け

っ

こ

ん

ど

あ

い

だ

ん

が

い

ぜ
っ

ぺ
き

ち

か

ん

さ
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連
携
型
生
涯
学
習
市
民
大
学

設
楽
原
歴
史
資
料
館

か
ら
の
お
知
ら
せ

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

介
護
ま
わ
り
み
ち
講
座（
鳳
来
講
座
）

　
①
９
月
12
日

（水）

　
②
９
月
19
日

（水）

　
③
９
月
26
日

（水）

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
①
寝
込
ま
な
い
３
カ
条

　
②
生
活
の
歴
史
と
介
護

　
③
認
知
症
と
向
き
合
う

　
①
今
泉
 雅

博
 氏

　
②
伊
藤
 秀

樹
 氏

　
③
後
藤
 卓

郎
 氏

介
護
ま
わ
り
み
ち
講
座（
作
手
講
座
）

　
①
９
月
14
日

（金）

　
②
９
月
28
日

（金）

　
③
10
月
22
日

（月）

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

　
①
他
人
と
ど
う
つ
き
あ
う
か

　
②
高
齢
者
と
家
族
の
“こ
こ
ろ
”

　
　
の
ケ
ア

　
③
血
液
の
流
れ
を
よ
く
す
る

　
①
横
山
 順

一
 氏

　
②
目
黒
 達

哉
 氏

　
③
山
下
 奈

穂
美
 氏

子
ど
も
の
発
達
と
支
援（
新
城
講
座
）

　
①
10
月
13
日

（土）

　
②
10
月
20
日

（土）

　
③
10
月
27
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学

　
①
子
ど
も
の
育
ち
・
成
長
・
か

　
　
か
わ
り

　
②
遊
ぼ
う
”心

理
学

“

　
③
障
害
児
と
そ
の
家
族
の
地
域

　
　
支
援

　
①
池
田
 勝

昭
 氏

　
②
天
野
 寛
 氏

　
③
松
下
 淑
 氏

　
無
料

※
講
師
は
す
べ
て
愛
知
新
城
大
谷

　
大
学
の
教
員
で
す
。

　
　
生
涯
学
習
課
　

　
　
☎
23
‐
7
6
5
4

【
に
こ
に
こ
】

　
第
５
回
　
９
月
10
日

（月）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

　
松
本
さ
ん
の
親
子
リ
ズ
ム

　
親
子
で
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体

　
を
動
か
そ
う

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
無
料

　
　
文
化
課
　

　
　
☎
23
‐
7
6
5
5

　
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
深
川
和
美
さ

ん
を
中
心
と
す
る
４
人
の
グ
ル
ー

プ
が
、
童
謡
を
歌
や
楽
器
や
ダ
ン

ス
な
ど
で
伝
え
る
楽
し
い
ス
テ
ー

ジ
で
す
。

　
10
月
５
日

（金）

　
午
後
１
時
30
分
開
演

　
（
午
後
１
時
開
場
）

　
新
城
文
化
会
館

　
１，
０
０
０
円
（
一
般
指
定
席
）

　
新
城
文
化
会
館
ほ
か
プ
レ
イ
ガ

　
イ
ド
で
8
月
28
日

（火）
か
ら
発

　
売
し
ま
す

※
小
学
生
芸
術
鑑
賞
教
室
を
兼
ね

　
ま
す
。

　
　
地
域
振
興
課

　
　
☎
32
‐
0
5
1
3

さ
ぼ
て
ん
の
会
　
水
墨
画
展
　
　

　
市
内
を
は
じ
め
豊
橋
・
豊
川
市

在
住
の
会
員
が
、
自
然
を
見
つ
め

感
謝
す
る
気
持
ち
を
、
四
季
の
風

物
を
通
し
て
水
墨
画
に
表
現
し
ま

し
た
。
新
し
い
技
法
の
水
墨
画
を
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
９
月
１
日

（土）
〜
30
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
30
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道
入
口
）

　
休
館
日
　
火
曜
日

観
来
館
9
月
の
展
示

み

に

こ

ん

か

ん
生
涯
学
習
課
　

☎
23
‐
7
6
5
4

福
祉
課

☎
23
‐
7
6
2
4

愛
知
新
城
大
谷
大
学
　

☎
23
‐
3
3
1
1

「
人
間
」
再
発
見
の
旅
パ
ー
ト
3

市
芸
術
鑑
賞
教
室

深
川
和
美
の

童
謡
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
☎
22
‐
0
6
7
3

設
楽
原
ミ
ニ
講
座
②

　
９
月
８
日

（土）
　
午
前
10
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
講
演
会

　
「
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
の
最

　
新
研
究
に
つ
い
て
」

　
小
林
 芳

春
 氏

　
50
人

設
楽
原
ミ
ニ
講
座
③

　
９
月
15
日

（土）
　
午
前
10
時

 
設
楽
原
歴
史
資
料
館

 
講
演
会

 
「
野
田
の
戦
い
と
武
田
信
玄
に
 
 
 
 

 
つ
い
て
」

 
冨
田
 芳

治
 氏

 
50
人

 
②
・
③
と
も
無
料

●問

●時●所

●￥

●内

●内

●時●講 ●所

●￥

●定

●￥

●￥

●内

●時●講

●講

●所●内

●時●講 ●所●内

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

●申
●問

■本

●問
■本

●問
■本

●申
●問

■本
●申
●問

●他

ま

さ

ひ

ろ

か

つ

あ

き

よ
し

は
る

よ
し

じ

ひ
ろ
し

ふ
か
し

ひ

で

　
き

た

く

ろ

う

じ
ゆ
ん
い
ち

た

つ

　
や

な

お

み

ふ

か

が

わ

か

ず

み

●所

●所

●時

●時●内●定 ●講 ●所 ●時

●対

●所 ●時●他 ●問
■鳳

ぶ
ち
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「
運
動
は
苦
手
。
で
も
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
が
心
配
」
と
い
う
あ
な

た
。
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
ま
ず
、
は
じ
め
の
１
歩

を
踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
10
月
５
日
〜
12
月
21
日
の
毎
週

　
金
曜
日
（
た
だ
し
、
11
月
９
日
、

　
23
日
は
除
く
計
10
回
実
施
）
　

　
午
後
２
時
か
ら
１
時
間
程
度

　
市
民
体
育
館
　
競
技
場

　
50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
）

　
９
月
10
日

（月）
、
午
前
８
時
30
分

　
か
ら
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

　
無
料

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
興
味
の
あ
る

　
方
な
ら
ど
な
た
で
も

県
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
歴
史
景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

し
ん
し
ろ
節
句
ま
つ
り
実
行
委
員

労
働
講
座

　
　
　
都
市
計
画
課
　

　
　
　
☎
23
‐
7
6
4
0

　
９
月
24
日
（
振
休
）

　
午
後
１
時
30
分

　
新
城
文
化
会
館

　
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

　
ッ
シ
ョ
ン

　
無
料

　
150
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
）

　
９
月
３
日

（月）
か
ら
18
日

（火）
ま

　
で
に
、
住
所
、
氏
名
、
人
数
、

　
電
話
番
号
を
電
話
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

　
　
新
城
設
楽
事
務
所

　
　
☎
23
‐
6
1
0
4

　
９
月
６
日

（木）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
市
商
工
会
館

　
労
使
関
係
者
な
ど

　
50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
）

　
無
料

「
保
健
所
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
相
談
」

　
新
城
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
相

　
談
員

「
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
活
動

に
ど
う
取
り
組
む
か
　
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
現
状
」

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
ト
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長

　
栗
原

壯
一
郎

氏

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
　
「
節
句
ひ
な
サ
ロ
ン
」

　
　
☎
22
‐
1
5
3
3

　
　
観
光
課

　
　
☎
32
‐
1
9
8
5

　
　
�
32
‐
2
1
1
1

　
「
し
ん
し
ろ
節
句
ま
つ
り
」
は
、

企
画
運
営
は
す
べ
て
市
民
の
方
が

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
を
行

っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
あ
な
た
自
身
で
、
ま
た
は
仲

良
し
グ
ル
ー
プ
の
方
と
一
緒
に
、

お
ま
つ
り
を
つ
く
る
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
若
干
名

　
８
月
31
日

（木）

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
学
習
会

全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
あ
い
ち
・
な
ご
や

愛
を
知
り　

夢
を
育
む　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

健
康
教
室
　ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

　

h
o
u
ra

i9
8

@
m

b
.in

fo
w

e
b
.n

e
.jp

　

　 

〒
4
4
1
‐
1
9
4
4

   
 

新
城
市
門
谷
字
森
脇
6

「
川
の
周
辺
の
生
き
も
の
を
調
べ
よ
う
」

　
９
月
２
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
博
物
館
と
音
為
川

　
川
辺
の
生
き
も
の
と
水
生
生
物

　
の
観
察

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
大
人
500
円
　
小
・
中
学
生
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
靴

　
ま
た
は
長
靴
、
あ
る
人
は
タ
モ

　
や
ル
ー
ペ

　
博
物
館
学
術
委
員

秋
の
特
別
展
「
き
の
こ
展
」

　
９
月
29
日

（土）
〜
11
月
４
日

（日）

　
（
火
曜
は
休
館
日
）

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
　

　
市
と
そ
の
周
辺
の
野
生
き
の
こ

　
の
実
物
展
示
と
、
き
の
こ
の
は

　
た
ら
き
や
毒
性
な
ど
を
解
説
し

　
た
パ
ネ
ル
展
示

　
通
常
入
館
料
で
見
学
で
き
ま
す

　（
大
人
210
円
　
小
・
中
学
生
100
円
）

　
新
城
地
方
の
き
の
こ
の
分
布
調

　
査
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
野
生

　
き
の
こ
の
持
ち
込
み
や
鑑
定
も

　
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

保
険
医
療
課
　

☎
23
‐
7
6
2
5

　
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
、
全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
や
そ
の
活

動
に
関
心
の
あ
る
方
た
ち
が
集
い
、

県
下
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
交
流

を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
市
か

ら
は
、「
新
城
大
谷
大
学
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
」
の
活
動
発
表
や
、

「
レ
イ
ン
ボ
ー
は
う
す
」
、「
や
す

ら
ぎ
の
家
」
、「
赤
十
字
奉
仕
団
」

が
出
展
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
９
月
23
日

（祝）

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　
蒲
郡
市
民
会
館

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23
‐
5
6
1
8

防
災
対
策
課

☎
22
‐
1
9
6
2

災
害
時
に
活
躍
す
る
自
動

販
売
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

7
月
2

（月）
、
「
地
域
貢
献
型
自

動
販
売
機
」
が
市
役
所
東
庁
舎
入

口
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
自
販
機
は
、
災
害
時
に
販

売
機
内
に
入
っ
て
い
る
清
涼
飲
料

水
が
無
料
で
提
供
さ
れ
る
と
と
も

に
、
避
難
情
報
な
ど
の
災
害
時
の

情
報
を
テ
ロ
ッ
プ
で
流
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
平
常
時
に
は
、

ニ
ュ
ー
ス
や
地
域
情
報
な
ど
を
流

し
て
い
ま
す
。

く
り

は
ら
　

そ
う

い
ち

ろ
う

つ
ど

は
ぐ
く

お

と

な

し

●申●問

●em●時●所●時

●所

●申●対

●持

●￥

●￥

●￥

●他

●内

●内

●内

●講

●定

●定

●〆

●申
●問

●問
●申
■本

●問
●申
■本

●集

●時

●時

●所●定

●問
●申

●問

●問

■鳳
●申

●時●所

●￥ ●所●定

●講 ●講 ●時●￥ ●所●定 ●対
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県
建
設
部
建
築
指
導
課

　
☎
0
5
2
‐
954
‐
6
5
8
6

　
新
城
設
楽
建
設
事
務
所
総
務
課

　
☎
23
‐
5
1
1
1

　
構
造
計
算
書
偽
装
事
件
の
再
発

防
止
な
ど
を
目
的
と
し
た
改
正
建

築
基
準
法
が
、
平
成
19
年
６
月
20

日
か
ら
施
行
さ
れ
、
建
築
確
認
申

請
な
ど
の
手
続
き
が
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

 
い
っ
た
ん
確
認
申
請
を
出
し
た

内
容
を
審
査
の
途
中
で
変
更
す
る

場
合
は
、
原
則
と
し
て
再
申
請
が

必
要
と
な
り
、
差
し
替
え
や
訂
正

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
一
定
の
高
さ
以
上
の
建
築
物
に

　
は
、
新
た
に
構
造
計
算
適
合
性

　
判
定
が
義
務
付
け
ら
れ
、
第
三

　
者
機
関
に
よ
る
審
査
を
受
け
る

　
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
・
こ
れ
に
伴
い
、
従
来
21
日
間

　
　
だ
っ
た
審
査
期
間
は
35
日
間

　
　
（
詳
細
な
構
造
審
査
を
要
す

　
　
る
場
合
は
最
大
70
日
間
）
に

　
　
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
・
判
定
を
要
す
る
建
築
物
は
、

　
　
従
来
の
確
認
申
請
手
数
料
に

　
　
加
え
、
構
造
計
算
適
合
性
判

　
　
定
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま

　
　
し
た
。

②
確
認
審
査
な
ど
は
、
新
た
に
制

　
定
さ
れ
た
指
針
に
基
づ
き
、
厳

　
正
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
・
提
出
さ
れ
た
申
請
書
の
内
容

　
　
は
、
誤
記
な
ど
軽
微
な
も
の

　
　
を
除
き
、
差
し
替
え
や
訂
正

　
　
は
認
め
ら
れ
ず
、
再
申
請
が

　
　
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
・
工
事
中
に
建
築
物
の
計
画
を

　
　
変
更
す
る
場
合
は
、
軽
微
な

　
　
も
の
を
除
き
、
計
画
変
更
の

　
　
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

建
築
確
認
申
請
の

手
続
き
が
変
わ
り
ま
し
た

「
新
城
市
民
文
化
講
座
」

第
32
回

文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

「
料
理
は
楽
し
く
シ
ン
プ
ル

に
〜
毎
日
の
食
卓
が
元
気

の
源
」

　
家
庭
料
理
研
究
家
、
フ

リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
イ
イ
カ

ゲ
ン
、
テ
キ
ト
ー
に
作
っ

て
も
間
違
い
な
く
お
い
し

く
て
ヘ
ル
シ
ー
な
も
の
が

作
ら
れ
る
奥
薗
流
ズ
ボ
ラ

料
理
を
広
め
る
べ
く
、
雑
誌
、

テ
レ
ビ
、
講
演
会
、
料
理

教
室
な
ど
で
全
国
を
飛
び

回
っ
て
い
る
。
一
男
一
女

の
母
親
で
も
あ
る
。

「
夢
の
探
し
方
」

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
早

稲
田
大
学
卒
業
後
、
神
奈

川
新
聞
社
に
入
社
。
社
会

部
記
者
と
し
て
勤
務
し
た
後
、

独
立
し
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、

新
宗
教
、
冤
罪
事
件
な
ど

困
難
な
テ
ー
マ
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
１
９
９
５
年
に
オ
ウ
ム

追
跡
の
一
連
の
報
道
で
菊

池
寛
賞
を
受
賞
。

奥
薗
　
壽
子

９
月
８
日
（土）

江
川
　
紹
子

午
後
1
時
45
分

９
月
15
日
（土）

午
後
2
時

屋
外
広
告
物
設
置
者
の
方
へ

　
６
月
19
日
に
、
東
京
都
の
雑
居

ビ
ル
の
壁
面
か
ら
看
板
が
落
下
し
、

通
行
人
が
負
傷
す
る
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
看
板
な
ど
の
広
告
物
を
設
置
さ

れ
て
い
る
方
は
、
広
告
物
の
安
全

性
に
つ
い
て
点
検
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
設
置
後
長
期
間
が
経
過

し
老
朽
化
で
倒
壊
や
落
下
の
恐
れ

が
あ
る
も
の
は
、
速
や
か
に
撤
去
、

改
修
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
内
に
広
告
物
な
ど
の

設
置
を
す
る
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
事
前
に
都
市
計
画
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

就
業
構
造
基
本
調
査
に
ご
協
力
を

　
　
商
工
課

　
　
☎
23
‐
7
6
3
4

　
10
月
１
日
現
在
で
就
業
構
造
基

本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
市
民
の
普
段
の

就
業
な
ど
の
状
態
を
詳
細
に
把
握

す
る
こ
と
で
、
雇
用
政
策
を
始
め

経
済
政
策
な
ど
に
必
要
な
情
報
を

提
供
し
ま
す
。

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す

　
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
、

９
月
下
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
県
内
で
屋
外
広
告
業
を

営
む
た
め
に
は
、
事
前
に
知
事
の

登
録
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

図
書
館
だ
よ
り

　
新
城
図
書
館

　
☎
23
‐
2
3
3
3

　http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

　
最
近
、
海
外
の
名
作
が
各
社
か

ら
新
訳
で
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
読
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
ロ
ン
グ
・
グ
ッ
ド
バ
イ
」

　
レ
イ
モ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
著

　
村
上
春
樹
訳
・
早
川
書
房
発
行

　
「
長
い
お
別
れ
」
の
新
訳
で
す
。

都
市
計
画
課

☎
23
‐
7
6
4
0

「
レ
ベ
ッ
カ
」

　
D
・
デ
ュ
・
モ
ー
リ
ア
著
　

●申
●問

■本

●問

お

く

ぞ

の

　

と

し

こ

え

が

わ
　
　
　
し
ょ
う
　
こ

●問
■本

え
ん

ざ
い

●問
■本

●HP ●問
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③
「
警
察
相
談
の
日
」
っ
て
な
に

　
　
全
国
共
通
の
相
談
専
用
電
話

　
番
号
「
♯
９
１
１
０
」
（
シ
ャ

　
ー
プ
　
き
ゅ
う
　
い
ち
　い
ち
　ま

　
る
）
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
９
月

　
11
日
を
「
警
察
相
談
の
日
」
と

　
定
め
、
警
察
安
全
相
談
の
利
用

　
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

④
「
♯
9
1
1
0
」
の
か
け
方

　
　
ご
家
庭
の
電
話
（
プ
ッ
シ
ュ

　
回
線
の
み
）
や
公
衆
電
話
、
携

　
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
「
1
1
0

　
番
」
の
前
に
「
♯
９
」
を
押
せ

　
ば
、
愛
知
県
警
察
本
部
の
住
民

　
コ
ー
ナ
ー
（
た
だ
し
、
県
内
で

　
発
信
の
場
合
）
に
直
接
つ
な
が

　
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
お
よ

　
び
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
「
♯

　
9
1
1
0
」
に
つ
な
が
り
ま
せ

　
ん
。
そ
の
場
合
、
０
５
２
‐

９５３

　
‐
９
１
１
０
ま
で
お
か
け
く
だ

　
さ
い
。

⑤
誰
が
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
の

　
　
警
察
の
担
当
者
が
親
身
に
な

　
っ
て
相
談
に
乗
り
、
一
緒
に
な

　
っ
て
問
題
解
決
の
糸
口
を
探
し

　
ま
す
。
ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て

　
は
専
門
の
相
談
機
関
を
ご
案
内

　
し
ま
す
。
相
談
者
の
方
の
秘
密

　
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心

　
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑥
「
♯
9
1
1
0
」
は
、
い
つ
か

　
け
て
も
い
い
の

 
　
開
設
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら

　
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前

　
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

⑦
相
談
だ
け
で
す
か

 
　
住
民
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
警
察

　
へ
の
意
見
・
要
望
な
ど
を
受
け

　
付
け
ま
す
。

「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
人

の
味
」

　
俳
優

。
”

青
汁

“の
C
M

で
な
じ
み
深
い
が
、
ヤ
ク

ザ
映
画
の
名
作
や
T
V
ド

ラ
マ
の
悪
役
と
し
て
名
を

は
せ
た
役
者
。
1
9
8
3

年
に
は
「
悪
役
商
会
」
を

設
立
し
、
常
に
脇
役
だ
っ

た
”悪

役
“

と
い
う
ポ
ジ
シ

ョ
ン
に
彼
の
尽
力
で
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
っ
た
。

「
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
暮
ら
し

の
コ
ツ
」

　
漫
画
家
。
宮
崎
県
生
ま
れ
。

1
9
8
0
年
に
漫
画
家
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
少
女
誌
、

青
年
誌
、
総
合
誌
を
問
わ
ず
、

あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
作
品

を
描
き
続
け
て
い
る
。

　
多
忙
な
仕
事
で
ゴ
ミ
出

し
が
ま
ま
な
ら
ぬ
こ
と
か

ら
始
め
た
ゴ
ミ
を
少
な
く

す
る
工
夫
や
、
趣
味
で
始

め
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
が
き
っ

か
け
で
、
環
境
問
題
の
業

界
人
の
仲
間
入
り
。

八
名
　
信
夫

10
月
6
日
（土）

赤
星
 

た
み
こ 午

後
2
時

10
月
13
日
（土）

午
後
2
時

　
新
城
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

　
4
回
通
し
券
　
２，
０
０
０
円
　
１
回
券
　
各
回
１，
０
０
０
円

聴
講
券
取
扱
所
　
新
城
文
化
会
館
・
市
文
化
協
会
・
新
城
青
年
会

議
所
・
設
楽
原
歴
史
資
料
館
・
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
・
作
手
B

＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
市
教
育
委
員
会
文
化
課

　
茅
野
美
ど
り
訳
・
新
潮
社
発
行

「
グ
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
」

　
S
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
著

　
村
上
春
樹
訳
・
中
央
公
論
新
社

　
発
行

「
冷
血
」

　
T
・
カ
ポ
ー
テ
ィ
著

　
佐
々
田
雅
子
訳
・
新
潮
社
発
行

「
完
訳
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
」

　
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
著
　
　

　
増
田
義
郎
訳
・
中
央
公
論
新
社

　
発
行
　
ほ
か
に
、
ヤ
ン
グ
ア
ダ

　
ル
ト
図
書
で
、
「
赤
毛
の
ア
ン
」

　「
秘
密
の
花
園
」
も
あ
り
ま
す
。

※
「
読
書
ゆ
う
び
ん
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
す
い
せ
ん
図
書
の
特
集
も
行
っ

　
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

　
だ
さ
い
。

新
城
警
察
署
だ
よ
り

市
敬
老
金
を
お
贈
り
し
ま
す

　
新
城
警
察
署
☎
22
‐
0
1
1
0

知
っ
て
い
ま
す
か

警
察
安
全
相
談
　
♯
9
1
1
0

9
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」

①
「
警
察
安
全
相
談
」
っ
て
な
に

　
 

犯
罪
な
ど
に
よ
る
被
害
を
未
 

　
然
に
防
止
す
る
た
め
の
相
談
や
、

　
住
民
の
方
の
生
活
の
安
全
と
平

　
穏
に
関
す
る
相
談
を
い
い
ま
す
。

②
窓
口
は
ど
こ
に
あ
る
の

　
　
愛
知
県
警
察
で
は
、
警
察
安

　
全
相
談
窓
口
と
し
て
警
察
本
部

　
お
よ
び
全
警
察
署
に
「
住
民
コ

　
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
皆
さ
ん
の

　
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
次
の
皆
さ
ん
に
、
お
祝
い
と
し

て
「
敬
老
祝
い
金
」
を
お
贈
り
し

ま
す
。

●問
■本

介
護
高
齢
課

☎
23
‐
7
6
8
8

お祝いの基準 対象年齢区分 敬老祝い金

傘寿の祝い

卒寿の祝い

100歳以上
の祝い

80歳
（昭和2年生）

90歳
（大正6年生）

100歳
（明治40年生以前）

5,000円

10,000円

30,000円

さんじゅ

そつじゅ

●所●￥
や

な

　

　
の

ぶ

お

あ

か

ぼ

し

じ
ん
り
ょ
く

●問

シ
ャ
ー
プ

た

ぼ

う
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シリーズ第3話

新城市民病院 産婦人科

   部長医師 出向洋人

　
「
妊
娠
し
て
い
る
と
は
知
ら
ず
に

薬
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
け
れ
ど
大
丈

夫
で
す
か
」
な
ど
の
質
問
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
産
婦
人
科
医
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
の
薬
の
胎

児
に
対
す
る
影
響
を
覚
え
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
「
調
べ
て
み
る
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
で
は

E
B
M
（E

v
id

e
n
c
e
 

B
ased

 M
ed

icin
e

）
と
い
っ
て
、
証

拠
に
基
づ
く
医
療
が
盛
ん
に
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
妊
婦
さ
ん
を
対
象
と
し
た
薬

の
副
作
用
試
験
な
ど
あ
る
は
ず
も
な

く
、
動
物
実
験
で
は
人
間
に
当
て
は

ま
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
人

間
へ
の
薬
の
影
響
は
人
間
を
対
象
と

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
証
拠
に
乏
し

い
の
で
す
。

　
す
べ
て
の
薬
に
は
添
付
文
書
（
注

意
書
）
が
付
い
て
い
て
、
処
方
で
き

る
病
気
や
で
き
な
い
病
気
、
副
作
用

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
は

妊
婦
さ
ん
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
に

記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
場
合
「
妊
娠
中
の
投
与
に
関

す
る
安
全
性
は
確
立
し
て
お
ら
ず
、

妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
婦
人

に
は
、
治
療
上
の
有
益
性
が
危
険
性

を
上
回
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
の

み
投
与
す
る
」
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
非
常
に
あ
い
ま
い
な
表
現
で
、

胎
児
に
影
響
す
る
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
「
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性

の
あ
る
婦
人
に
は
、
投
与
し
な
い
こ

と
」
と
書
か
れ
て
い
て
も
、
そ
の
根

拠
と
し
て
「
本
剤
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
ヒ
ト
の
奇
形
の
報
告
が
あ
る
」
と

い
う
も
の
か
ら
、
た
だ
単
に
妊
婦
さ

ん
に
使
用
し
た
こ
と
が
な
い
だ
け
の

こ
と
ま
で
あ
り
、
や
は
り
胎
児
に
影

響
す
る
の
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

　
添
付
文
書
以
外
の
参
考
に
で
き
る

も
の
は
と
い
う
と
、
厚
生
労
働
省
の

事
業
に
「
妊
娠
と
薬
情
報
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

妊
娠
と
知
ら
な
い
で
薬
を
飲
ん
で
し

ま
っ
た
人
や
、
妊
娠
中
に
も
薬
を
飲

み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
気
を

持
っ
た
妊
婦
さ
ん
の
、
出
生
児
に
つ

い
て
の
情
報
を
集
め
て
デ
ー
タ
化
し

た
も
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
デ
ー
タ

が
少
な
い
た
め
、
私
が
し
ば
し
ば
参

考
に
す
る
の
は

F
D
A
（
ア
メ
リ

カ
食
品
医
薬
品
局
）
の
薬
剤
胎
児
危

険
度
分
類
で
す
。
危
険
度
が
５
段
階

に
評
価
さ
れ
て
い
て
使
い
勝
手
が
良

い
の
で
す
。

　
そ
も
そ
も
統
計
に
よ
れ
ば
、
薬
を

服
用
し
て
い
な
い
普
通
の
妊
婦
さ
ん

で
も
、
１
〜
２
パ
ー
セ
ン
ト
の
出
生

児
に
何
ら
か
の
奇
形
が
み
ら
れ
、
生

後
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
分
か
る
内

臓
の
奇
形
な
ど
も
含
め
る
と
、
お
よ

そ
５
パ
ー
セ
ン
ト
に
何
ら
か
の
先
天

異
常
が
見
つ
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
最
後
に
、
冒
頭
の
質
問
に
対
す
る

答
え
で
す
が
、
そ
の
薬
が
調
べ
た
結

果
比
較
的
安
全
な
薬
で
あ
る
と
思
わ

れ
て
も
「
薬
を
飲
ん
で
い
な
く
て
も

数
パ
ー
セ
ン
ト
の
赤
ち
ゃ
ん
に
先
天

異
常
は
現
れ
ま
す
の
で
、
お
な
か
の

赤
ち
ゃ
ん
が
絶
対
大
丈
夫
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
薬
で
数
パ

ー
セ
ン
ト
の
先
天
異
常
の
確
率
が
上

が
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
答

え
て
い
ま
す
。

●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

た
い

じ

で むかいひろ と
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新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

　
9
月
18
日

（火）
、
27
日

（木）

　
１
日
実
施

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
昭
和
43
年
か
ら
平
成
元
年
ま

　
で
の
生
ま
れ
で
、
健
康
診
査

　
の
受
診
機
会
の
な
い
方

　
一
般
健
康
診
査
（
身
体
計
測
・

　
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
血
液

　
検
査
・
心
電
図
・
眼
底
検
査
・

　
内
科
診
察
）
、
骨
密
度
測
定
、

　
乳
が
ん
検
診

　
１，
５
０
０
円

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
申
し
込
み
の
際
に
、
お
申
し

　
出
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
妊
娠
中
、
授
乳
中
の

　
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
４
カ
月
間
の
講
座
で
、
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
講
座
終
了
後
は
、

母
子
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
9
月
〜
12
月
　

※
１
回
目
は
、
９
月
10
日

（月）
午
後

　
２
時
か
ら
４
時
ま
で
。
概
ね

　
月
１
回
で
計
５
回
実
施
予
定
。

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
子
育
て
支
援
に
関
心
が
あ
り
、

　
受
講
後
母
子
保
健
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
と
し
て
、
地
域
で
活
動

　
で
き
る
方

　
子
育
て
に
関
す
る
講
演
会
、

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
乳
幼
児

　
健
康
診
査
の
体
験
な
ど

　
20
人

　
無
料

　
9
月
2
日

（日）
　
１
日
実
施

　
乳
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症

　
9
月
26
日

（水）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺

　
が
ん

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
9
月
10
日

（月）

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　
午
前
実
施

　
子
宮
が
ん
　
午
後
実
施

　
乳
が
ん
　
　
１
日
実
施

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
　

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
　
　
　

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300
円

　
子
宮
が
ん
600
円
・
乳
が
ん
１，

　
０
０
０
円
・
前
立
腺
が
ん
400
円

　
骨
粗
し
ょ
う
症
300
円

※
大
腸
が
ん
検
診
は
、
胃
が
ん
検

　
診
と
セ
ッ
ト
の
受
診
で
す
。

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
9
月
12
日

（水）
　
午
前
実
施

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮
が

　
ん
・
乳
が
ん
・
前
立
腺
が
ん

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　
9
月
28
日

（金）

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
平
成
18
年
11
月
か
ら
19
年
2

　
月
生
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と
そ

　
の
保
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
具

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

　
9
月
21
日

（金）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
9
月
27
日

（木）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

※
詳
し
い
内
容
は
、
鳳
来
・
新
城

　
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

母
子
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
の
受
講
生
募
集（
要
申
込
）

　
9
月
11
日

（火）
　
午
前
10
時

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
9
月
25
日

（火）
　
午
前
10
時

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

　
9
月
3
日

（月）
〜
14
日

（金）
　

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
※
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。
容
器
な
ど

　
を
お
渡
し
し
ま
す
。

大
腸
が
ん
検
診

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

女
性
の
健
康
診
査

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

●問●問●問

●申
●問

●申
●問

●所 ●時

●持

●対

●￥

●￥

●￥

●内●内●内

●内

●所●所 ●時●時

●申
●問●所 ●時

●時
●申
●問●内 ●所 ●時

●所●対

●内●定

●所

●所

●所 ●時

●時

●時

●所 ●時●対

●申
●問

●申
●問 ●時●所 ●時●対

●対

●内
●申
●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問

が
ん
て
い
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市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

18年 28

18

－10

1

1

0

33

22

－11

34

23

－11

95

106

11

174

140

－34

4

2

－2

222

179

－43

226

181

－45

718

663

－55

19年

増減

18年

19年

増減

分

累計
7月末
現在

7月中

藤
野
　
咲
優

梅
岡
　
優
奈

千
葉
　
 
空

村
田
　
悠
皇

原
 
　
り
お

石
山
　
由
菜

生
田
　
真
葵

田
中
 
　
星

筒
井
　
華
音

河
上
　
夢
華

北
川
　
佳
音

松
本
　
 
凌

玉
井
　
優
名

小
林
　
黎
羅

中
根
　
美
織

安
形
　
有
生

永
田
　
千
佳

小
山
　
稜
介

河
合
　
桐
吾

山
本
　
倭
吹

加
藤
凛
々
花

佐
藤
　
郁
海

森
谷
　
紗
也

野
村
　
 
涼

野
澤
　
快
生

洞
口
倫
太
郎

浦
田
　
真
白

伊
藤
　
楓
夏

山
本
　
瑠
唯

�
井
　
梧
生

伊
藤
向
日
葵

伊
�
 
柚
妃

沢
田
　
尚
征

青
山
　
備
音

白
井
　
君
昌

女女男男女女女女女女女男女女女女女男男男女男女男男男女女女男女女男男男

康
訓
　

孝
次
研
二
　

義
範
　

雄
一
　

修
　
　

和
彦
勇
士
修
　
　

博
昭
哲
也
　

俊
成
　

豪
　
　

邦
寧
　

達
彦
　

昌
樹
慎
一
　

義
文
　

良
樹
　

尚
志
亮貴
之
哲
之
真
　
　

尚
史
剛
一
美
智
雄

教
広
　

賢
次
晃
一
貴
是
　

優
志
　

実
智
生

信
夫
　

宏
和
　

本
町
　

鳥
原
　

東
新
町

本
町
　

平
井
　

野
田
　

竹
ノ
輪

小
畑
　

緑
が
丘

富
岡
中
部

弁
天
　

稲
木
　

平
井
　

平
井
　

富
岡
中
部

中
宇
利

東
新
町

豊
島
　

平
井
　

杉
山
　

牛
倉
　

玖
老
勢

片
山
　

川
田
　

本
久
　

北
中
河
内

長
篠
西

東
新
町

本
郷
　

明
和
　

西
新
町

川
田
　

平
井
　

大
野
田

一
鍬
田

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

女性悩みごと電話相談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

パソコン悩みごと相談

す こ や か 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

作手保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター

作手開発センター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

市民体育館第１・2会議室

市民体育館第１会議室

勤労青少年ホーム

鳳 来 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

毎週月～金曜日　（要予約）

9/3（月）　午前9時　（要予約）

9/3（月）　午前10時～正午　（要予約）

毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）

9/13（木）　午前10時～午後3時　（要予約）

9/28（金）　午前10時～午後3時　（要予約）

9/12（水）、26（水）　午後1時～4時　（要予約）

9/5（水）　午後1時～4時　（要予約）

9/6（木）、20（木）　午後1時～4時

9/5（水）、19（水）　午後1時～4時

9/10（月）　午後1時～4時

9/11（火）、25（火）　午前10時～午後2時

9/14（金）　午後1時～4時

9/18（火）　午後1時～4時

9/11（火）　午後1時～4時

9/25（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

9/1（土）、15（土）　午前9時～正午　（要予約）

9/8（土）　午前9時～正午　（要予約）

9/22（土）　午前9時～正午　（要予約）

毎週火～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

9/18（火）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

作手保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会鳳来センター

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会鳳来センター

社会福祉協議会作手センター

フリ ー ダ イ ヤ ル

社 会 福 祉 協 議 会

商 工 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所経済建設課

作手総合支所地域整備課

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

☎23-7366

☎23-8551

☎32-2811

☎37-2839

☎37-2839

☎23-7652

☎22-4076

☎23-5618

☎32-0553

☎23-5618

☎32-0553

☎38-1481

☎0120-874-412

☎23-5618

☎23-7634

☎23-7628

☎23-7625

☎23-7640

☎32-1977

☎37-2211

☎24-0001

☎32-2811

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　と こ ろ �　　申し込み・問い合わせ

※

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区

　

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

が
365
日
24
時
間
体
制
で
、
皆
さ

ん
か
ら
の
医
療
機
関
の
問
い
合

わ
せ
に
対
し
、
最
寄
り
の
医
療

機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
直

接
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
22
‐
1
1
3
3

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
 

新

城

薬

剤

師

会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

☎
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く

す

り

安

心

電

話

ｈ
ｔｔｐ：

//ｗ
ｗ

ｗ
．ｑ

ｑ
．ｐ
ｒｅｆ

．ａｉｃ
ｈｉ

．jp
/

7月届出分
7月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

9月の各種相談

り

り

か

ひ

ま

わ

り

り

ん

　
た

ろ

う

さ
　
や

ゆ
う
　
な
　

　
　
そ
ら

ゆ
う
　
ご

ゆ
　
な
　

ま
　
き

　
　
き
あ
ら

か
　
の
ん

ゆ
め
　
か

か
の
　
ん

　
　
り
ょ
う

ゆ
　
め

れ
　
あ

み
　
お
り

ゆ
　
い

ち
　
か

り
ょ
う
す
け

と
う
　
ご

い
　
ぶ
き

い
く
　
み

さ
　
や

　
　
り
ょ
う

よ
し
　
き

ま
　
し
ろ

ふ
う
　
か

る
　
い

ご
　
う

ゆ
ず
　
き

し
ょ
う
せ
い

び
　
と

な
お
あ
き
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斉
藤
さ
ん
夫
妻

お客さんに合わせて
コーヒーカップを選びます

森林浴が楽しめる
オープンカフェ

紹介者：市民編集委員　夏目みゆきさん

斉藤　勉さん（64歳）

　　　とみ枝さん

　
市
役
所
鳳
来
総
合
支
所
か
ら
国
道
151
号
沿

い
を
、
東
栄
町
方
面
へ
車
で
約
３
分
移
動
す

る
と
、
道
路
の
右
側
に
矢
田
温
泉
村
と
書
か

れ
た
看
板
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
こ
を
左
へ

曲
が
り
、
細
い
道
を
し
ば
ら
く
進
む
と
、
小

高
い
と
こ
ろ
に
見
え
る
ク
リ
ー
ム
色
の
外
壁

の
建
物
、
斉
藤
さ
ん
夫
妻
の
経
営
す
る
喫
茶

店
『
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
カ
フ
ェ
』
で
す
。

　
店
内
は
、
オ
ー
ナ
ー
と
み
枝
さ
ん
が
選
ん

だ
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
の
カ
ッ
プ
と
、
シ

ン
プ
ル
で
落
ち
着
き
の
あ
る
イ
ス
や
テ
ー
ブ

ル
が
整
然
と
並
び
、
レ
ト
ロ
な
音
楽
が
流
れ
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　　
勉
さ
ん
は
、
定
年
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
老

後
の
生
活
を
ど
う
送
ろ
う
か
考
え
る
よ
う
に

な
り
、
「
自
然
を
感
じ
、
楽
し
み
な
が
ら
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
た
い
」
と
の
思
い

で
、
お
店
を
始
め
る
夢
を
ふ
く
ら
め
ま
し
た
。

　
喫
茶
店
を
選
択
し
た
の
は
、
以
前
、
と

み
枝
さ
ん
が
市
内
で
手
作
り
ケ
ー
キ
の
注

文
販
売
を
し
て
い
た
こ
と
が
理
由
の
一
つ

で
す
。
そ
し
て
、
勉
さ
ん
は
、
ケ
ー
キ
に

合
う
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
出
せ
る
よ
う

に
と
退
職
に
あ
わ
せ
学
び
ま
し
た
。

　
開
店
は
、
ち
ょ
う
ど
新
・
新
城
市
が
誕

生
し
た
平
成
17
年
10
月
１
日
。
「
意
図
し

て
こ
の
日
に
始
め
た
わ
け
で
は
な
い
で
す

が
、
忘
れ
な
く
て
ち
ょ
う
ど
い
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
で
話
す
二
人
。
木
も
れ
日
と
川
の

せ
せ
ら
ぎ
が
い
や
し
の
空
間
と
な
り
、
ケ

ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
を
引
き
立
て
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
ろ
は
、
分
か
り
づ
ら

い
場
所
に
店
を
出
し
た
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
と
二
人

の
人
柄
が
人
気
を
呼
び
、
今
で
は
市
外
か

ら
も
お
客
さ
ん
が
訪
れ
ま
す
。

　
団
塊
の
世
代
の
す
て
き
な
生
き
方
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（東矢田）

こ

　

　

　

　

び

つとむ

ひがしや だ
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☆A coleta será feita uma vez por mês, por favor, separe o lixo e coloque no local designado.
☆Verifique a data da coleta e o local no “Calendário de coleta de lixo reciclável”.

Pela lei é obrigado reciclar os lixos como o ar condicionado, TV, máquina de lavar, geladeira, etc. Favor 
proceder seguindo as instruções de modo correto, inclusive nos casos de outros tipos de lixo grande. 
Existem lixos que precisam levar às empresas especializadas ou na loja onde comprou, tais como o pneu, 
computador, bomba de gás, extintor, bateria, etc.

Lixos grandes
Não poderão ser colocados juntos com os lixos incineráveis e 
recicláveis. Favor proceder seguindo a tabela de separação 
de lixos distribuída pela prefeitura.

LIXO　INCINERAVEL　☆ Deposite o lixo no saco
estipulado pelo município,  coloque-o no dia e no local 
determinado.
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※このページは、ポルトガル語を話す方のためのものです。

Português Setembro de 2007 No2
こうほうしんしろ　ポルトガル語版

〔外国籍住民のための、にほんごきょうしつを開催します〕

〔ポルトガル語による相談窓口をご利用ください〕

生活情報コーナー

ごみの分別

●●●●●●●●●●●●● 新城市国際交流協会　☎23-7783 ●●●●●●●●●●●●●●

インフォメーション

◆Iniciaremos o curso de japonês para os estrangeiros◆

《Prefeitura 》

aqui

Préd. 
Leste

Ed.princ.

rua

Gin.Esport.

Data　 　　　20 e 27/Setembro, 04, 11, 18, 25/Outubro (6 aulas)
Horário 　　　20 às 21 h – Toda quinta-feira
Local 　　　　Centro Cultural de Shinshiro 
 　　　　　　 (Shinshiro Bunka Kaikan)
Taxa  　　　　1.000 ienes 
　　　　　　　(a ser pago na primeira aula)
Nível 　　　　Básico
Professora 　Sra. Maria Abe (Tradutora de português´japonês)
Inscrição 　　Enviar nome e endereço por fax ou e-mail para:
  　　　　　  Shinshiro International Exchange Association
   　　　　　 〒441-1392 Shinshiro-shi Aza Higashi Irifune 6 – 1
  　　　　　　 (Shinshiro Shiyakusho Honchosha 2F)
   　　　　　 Fax:  23-7296　E-mail - siea@crux.ocn.ne.jp

　Para os assuntos relacionados à prefeitura 
municipal de Shinshiro, poderá utilizar o 
serviço de atendimento gratuito de 
tradução para o português. Os assuntos 
particulares não serão atendidos.
◇Dias: 2ª  e  4ª  terças-feiras 
◇Horário: 13:00 às 17:00 h 
◇Local: Saguão do prédio leste da prefeitura

※A tabela de separa  o de lixo e o calend  rio de coleta de lixo recicl  vel poderao pegar na Prefeitura.
(Poderão ver também no home page da Prefeitura.
 http://www.city.shinshiro.lg.jp/section/kankyou/bunbetu/pdf/portuguesa.pdf)

No Japão existe a norma de separar o lixo. 
Os lixos dom  sticos s  o separados em “inciner  vel”, “recicl  vel”, “lixo 
grande”e “A ser enterrado”. Vamos colocar o lixo no dia e no local 
determinado pelo seu bairro. Respeitemos as normas, pois, caso contrário, 
acabarão causando incômodos e problemas às vizinhanças. Contamos com a 
colaboração de todos. 
A tabela de separação de lixo é essa. 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

フレンドシップ継承
交付金対象事業

A
IC

HI  H
OSPITALITY

ごみの分別
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イ
ン
ボ
ー
は
う
す
の
「
授
産
」
と
い
う
言
 

 

　
　
葉
は
、
「
生
産
を
授
け
る
」
と
い
う
意
味

で
す
。
こ
れ
に
は
、
障
害
を
持
つ
こ
と
で
経
済

活
動
へ
の
参
加
が
で
き
な
い
人
々
に
、
就
業
訓

練
を
行
い
社
会
で
自
立
し
て
行
く
た
め
の
後
押

し
を
行
う
こ
と
と
、
働
く
意
味
を
理
解
す
る
こ

と
の
難
し
い
人
が
、
集
団
生
活
の
中
で
「
働
く

こ
と
」
に
か
か
わ
れ
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
（
＝

福
祉
的
就
労
）
、
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

利
用
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
か
ら
レ
イ
ン
ボ
ー
は
う
す
に
通
い
、
１
日
100

食
限
定
の
日
替
わ
り
弁
当
販
売
、
ク
ッ
キ
ー
の

製
造
販
売
、
市
内
工
場
の
下
請
け
内
職
な
ど
の

仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
団
体
で
は
、
授
産
事
業
以
外
に
、
市
か
ら

　
　
の
委
託
で
障
害
の
あ
る
人
々
の
た
め
の
相

談
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭

内
で
の
生
活
上
の
食
事
、
入
浴
、
通
勤
や
買
い

物
な
ど
外
出
の
支
援
の
た
め
に
、
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
立
し
た
生
活

を
行
う
た
め
の
共
同
生
活
支
援
（
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
事
業
）
を
、
市
内
の
２
つ

の
住
宅
で
行
っ
て
い
ま
す
。

「
働
く
こ
と
」
で
社
会
に
つ
な
が
る

しんしろ市民活動
サポートセンター運営委員会

新城まちなみ情報センター

情報センターは、地域活動にも積極的に参加しています。

 ※営業　休館日は月曜日（国民の休日にあたるときは、その翌日） 開館時間は午前9時～午後8時（年末年始は別途）

夜
店
で
大
盛
況

夜
店
で
新
城
ラ
リ
ー

☎24‐0001

社団法人新城法人会青年部会

20周年記念事業

日　時　9月16日（日）

　　　　午後3時から

会　場　HOLZ三河

内　容
三河材を使った 簡単な打

楽器作りと、その楽器を使

ったEPOとのジョイントライブ

参加費　一人1,000円 

      （夕食と材料費含む）

※親子や家族での参加

　が原則です。

定　員　100人

（先着順、定員になり次第

締切）

新城法人会　☎22‐1811
●問 ●申

パソコン覚えるなら　だれでも　いつでも　情報センター

【募集中】障がい者パソコン訓練～資格挑戦コース～内容）実務コースを経て資格習得に挑戦

実施予定）10月3日～11月30日の火～金曜日、午後1時～5時

（問い合わせ）愛知障害者職業能力開発校(0533-93-2102)、公共職業安定所(22-1160)　締め切り

9月21日(金)　※そのほかのパソコン講座の情報は、情報センター受付までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（問い合わせ）山本 ☎090-6616-7767

◇「新城検定」市の歴史、文化、観光、街角情報、そのほか雑学などの新城博士号の資格試験を企画

◇「有害サイト自衛団」子どもたちをインターネット有害情報から守る手立てを考える自衛組織

◇「新城いろいろマップ」福祉、防災、商観光、抜け道など口コミ情報満載のココ一番の地図づくり

みんな　来て見て　やってるよ！

                                  　○仲間を募集中　[アロマセラピー]、[ピラティス]、[プリザーブドフラワ

ー]、[パワーヨガ]※ちょこっと講座は、仲間と企画する講座です。

（福）新城福祉会レインボーはうす
活動内容  ①知的障害者通所授産事業

              ②居宅介護事業　③市障害者相談支援事業

              ④グループホーム・ケアホーム事業

設　   立  平成15年7月

スタッフ　40人　　代　表　夏目みゆき

連 絡 先　〒441-1301 新城市矢部字本並48番地

電      話　24-1313　FAX　24-1555

E-mai l　rainbowhouse@fine.oc.ne.jp

H       P　http://www16.ocn.ne.jp/̃rainbow3/

9月のご案内

｢ちょこっと講座」

自主企画の運営スタッフを募集！

　
　
業
統
括
を
行
う
長
坂
氏
は
、
現
在
の
課
題

　
　
を
「
障
害
者
福
祉
の
存
在
を
、
市
内
の
市

民
や
企
業
と
今
後
ど
の
よ
う
に
共
有
で
き
る
か
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
常
者
は
、
い
つ
か
は
自
分
の
生
活
が
高
齢

　
　
者
や
障
害
者
に
か
か
わ
る
か
も
し
れ
な
い

と
知
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
日
常
の
生
活
を
送

っ
て
い
る
間
は
、
真
剣
に
考
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
方
で
、
行
政
に
対
し
て
支
援
を
求

め
る
こ
と
が
、
厳
し
い
行
財
政
の
中
で
難
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
生
活
に

か
か
わ
る
問
題
を
、
健
常
者
と
障
害
者
、
効
率

を
求
め
る
企
業
活
動
と
福
祉
活
動
、
市
内
に
と

も
に
生
活
し
て
い
く
も
の
と
し
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
れ

を
機
会
に
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
・
ア
キ
ラ
）

http:/ shinshirosimin.hamazo.tv/

せ

っ

さ

た

く

ま

ホ ル ツ

が っ き

エ ポ

エ ポ

じ

ゅ

さ

ん

さ

ず

事健

レ当
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※このコーナーは、初めて登場するお子さんに限らせていただきます

信
州
の
小
京
都
「
小
布
施
」
を
見
る

　
合
併
を
き
っ
か
け
に
、
鳳

来
地
区
の
団
体
が
集
ま
っ
て

ネ
ッ
ト
を
結
び
ま
し
た
。
活

動
内
容
は
、
月
一
回
集
ま
り
、

お
互
い
の
勉
強
の
成
果
や
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
各
地
で
催
さ
れ
る
講
演
に

は
、
メ
ン
バ
ー
が
出
か
け
、

出
席
で
き
な
か
っ
た
人
に
報

告
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
、
老
舗
の
酒
造
所
で

働
く
セ
ー
ラ
・
カ
ミ
ン
グ
ス

さ
ん
と
い
う
外
国
の
方
が
、

町
お
こ
し
に
成
功
し
た
講
演

を
聴
き
、
７
月
８
日

（日）
、
そ

の
田
舎
町
・
小
布
施
を
訪
ね

ま
し
た
。

　
町
の
中
心
地
に
は
、
昔
風

に
建
て
た
老
舗
の
甘
味
処
が

軒
を
連
ね
観
光
客
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。
散
策
す
る
人

た
ち
は
名
産
の
栗
を
使
っ
た
、

か
の
こ
、
よ
う
か
ん
、
お
こ

わ
、
ア
イ
ス
な
ど
、
手
に
し

て
い
ま
す
。

　
古
い
町
並
み
も
手
直
し
を

し
て
残
し
、
癒
し
を
求
め
る

現
代
人
に
好
評
の
よ
う
で
す
。

豪
商
・
高
井
鴻
山
が
経
営
し

た
「
桝
一
市
村
酒
造
」
の
店

内
に
は
、
「
て
っ
ぱ
場
」
と

い
う
和
風
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
お
ち
ょ
こ
一
杯
か
ら
銘

酒
を
味
わ
え
る
の
は
、
酒
好

き
に
は
と
て
も
う
れ
し
く
ユ

ニ
ー
ク
で
し
た
。

　
お
い
し
い
食
べ
物
と
歴
史

と
芸
術
。
ど
こ
に
で
も
あ
る

も
の
な
の
に
、
こ
れ
ほ
ど
の

人
を
集
め
ら
れ
る
の
は
何
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、

強
い
住
民
の
思
い
と
、
柔
軟

な
行
政
が
手
を
結
ん
だ
た
ま

も
の
だ
と
納
得
し
ま
し
た
。

（
き
ら
め
き
ネ
ッ
ト
鳳
来

　
　
　
　
　
　
　
峰
野
恵
子
）

　
日
ご
ろ
の
消
防
活
動
の
進
歩
・

充
実
を
目
的
に
、
第
52
回
愛
知
県

消
防
操
法
大
会
が
、
７
月
16
日

（祝）
、

豊
橋
市
の
豊
橋
球
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
市
か
ら
は
、
新
城
市
鳳
来
消
防

団
第
１
分
団（
玖
老
勢
・
副
川
・
門
谷
）

が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
、

16
チ
ー
ム
中
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
は
20
年
ぶ
り
の
快
挙

と
な
り
、
惜
し
く
も
準
優
勝
だ
っ

た
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

選
手
の
コ
メ
ン
ト

 
 

選
手
代
表
　
太
田
　
亮

　
５
月
の
市
の
大
会
が
終
わ
っ
て

か
ら
の
約
１
カ
月
半
、
厳
し
い
練

習
で
し
た
が
、
周
り
の
皆
さ
ん
の

応
援
や
お
手
伝
い
を
支
え
に
、
選

手
同
士
で
声
を
か
け
あ
い
、
選
手

誰
一
人
大
き
な
け
が
も
な
く
、
今

大
会
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
、
団
長
か
ら
「
普
段

ど
お
り
の
操
法
を
や
れ
ば
大
丈
夫
だ
！

楽
し
ん
で
来
い
!!
」
の
言
葉
に
選

手
一
同
の
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
本
番

で
は
い
つ
も
以
上
の
力
が
発
揮
で
き
、

大
舞
台
で
の
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
大
会
を
通
じ
て
、
消
防
組
織

の
絆
も
よ
り
一
層
深
ま
り
、
全
体

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
消

防
活
動
に
活
か
し
、
地
域
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

岳 人くん

父　織田　誠二さん

母　　　　伸江さん（新城・入船）

が く　　と

富士子ちゃん

ふ じ こ

（右）

（左）
6歳

（平成13年6月27日生）

3歳
（平成16年5月25日生）

｢いい天気だね～ 　　｣

おり た

菜々華ちゃん

父　山本　正宏さん

母　　　久美子さん（新城・川路）

な な か

香々菜ちゃん

こ こ な

（左）
3歳

（平成16年4月6日生）

1歳
（平成18年5月21日生）

｢わたしたち、ごはんの食べあいっこが

　できるの！ななちゃん“あ～ん”おいしい？｣

指
揮
者
　
太
田
　
亮
 
 
1
番
員
　
渥
美
伸
之

2
番
員
　
下
田
浩
平
 
 
3
番
員
　
小
川
貴
士

補
助
員
　
林
　
智
也

優
勝
し
た
選
手

の
ぶ
ゆ
き

こ
う
へ
い

た
か

し

と
も

や

お
　
　
　
ぶ
　
　
　
せ

み
ね

の

け
い

こ

い

や

こ

う

ざ

ん

ご
う
し
ょ
う

し

に

せ

く

　

ろ

　

ぜ

ふ

く

か

わ

　

か

ど

や

せ
つ
じ
ょ
く

き
ず
な

り
ょ
う

り
ょ
う



　新城・作手・鳳来が合併し、間もなく 2 年

になろうとしています。

多くの自治体が抱える「地方財政難」は、新

城市でも深刻な状態であることに間違いはあ

りません。しかし市では市民生活を支えるた

めに、数々の事業に取り組みながら、最大限

の努力をしていることを知りました。

　15 人の部長さんの取材を通し、各部の役割

をお伝えします。また、いかに効率よく事業

を進めていくかを真剣に考え、日夜努力され

ている部長さんの声をお届けします。

2

① 部の仕事内容は　　

② 心に残る仕事上での出来事

③ 新城市の好きなところ

④ 市民の皆さんに伝えたいこと

⑤ 簡単な自己紹介（趣味・特技など）

①市民病院の経営管理全般として

　1　医師の確保と定着

　2　組織の改変

　3　人事管理

　4　病院環境の魅力向上

　5　経営の効率化

　6　住民理解の向上（広報活動）などを行っています。

②病院の建て直しのために、平成19年3月から民間

　からの人材登用をし、経営ノウハウが生かされて

　います。たとえば、24時間勤務の意識をもつこ

　とです。やる気と前向きさが市民病院を変えてい

　くと確信してます。

　また、医師確保に関する署名活動を市民一体とな

　り行ったことです。

　市民病院に対する医師の派遣について県の特別な

　配慮があり、医師の確保に繋がっています。

③人（人情）、自然、歴史・文化です。

④市民病院の職員は、院長をはじめ全員がそれぞれ

　の立場で質の高い医療の提供と病院の経営改善に

　向けてがんばっています。だから市民病院は公立

　病院として必ず立ち直ります。

　市民が市民病院もしくは病院スタッフ（特に医師）

　にもっと深く関心を持っていただきたいです。

⑤平日は仕事の鬼。休日は漁師。じっとしているの

　が苦手で、できることはすぐやらないと我慢でき

　ないタイプです。

新城市民病院経営管理部長

世古 和美氏（58歳）豊川市

市民病院は絶対立ち直る!!

新城市民病院3階　総務課
パワー全開 !

編集委員の
ひとり言

せ 　 こ 　 　 か ず み
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①作手総合支所では、この4月から環境・商工観光・

　教育関係の仕事は、一部受付事務を除いて本庁で

　担当していますが、それ以外は地域振興課・市民

　福祉課・地域整備課の3課、31人の職員でそれぞ

　れ分担して業務を行っています。また、そうした

　中には、地域特有の事業、合併前からの地域課題

　の事業などもありますで、こうした事業を推し進

　めるため職員一丸となってがんばっています。

②若いころ広報紙作成業務に携わり、記事のことで

　市民の方からご意見をいただくことがありました。

　そうした中で編集作業何回目かに同じ方から「今

　度の広報紙はよかったよ」とわざわざ電話をいた

　だいたことがありました。この時ほど、うれしか

　ったことはなかったです。

③豊かな自然環境、歴史的遺産、伝統的文化、芸能

　などの多くの地域資源を有している素晴らしいと

　ころです。住む人たちも気さくで人情味あふれ、

　協力的で、県内外の人に会う時は自慢しています。

④市民の皆さんともっともっと住みよいまちになる

　ようにがんばっていきたいです。夏は気候が冷涼

　でレジャースポットとして人気のある作手高原で

　すので、新城・鳳来地区の皆さんも訪れてください。

⑤音楽鑑賞。クラシックではドボルザーク、ロック

　ではキャメルなど、哀愁を帯びた曲が好きです。

　また、この春新城地区から赴任してきたばかりで

　すが、私の祖父、祖母とも作手出身、教師をして

　いる弟が最初お世話になったのも作手高校であり、

　作手に愛着を感じています。

作手総合支所長

河合　正氏（57歳）野田区

作手高原へどうぞ!!

作手総合支所　地域振興課

①鳳来総合支所には、地域振興課・市民福祉課・経済 

　建設課・水道事業課が置かれています。本庁との

　連絡をじゅうぶんに図り、支所機能を保持し、地

　域格差のない住民サービスが提供できるように努

　めています。

②新城広域事務組合に出向していた時、クリーンセ

　ンター（ごみ焼却場）の建設が進められていました。

　建設工事が無事に完了し試運転をする時、さまざ

　まな課題が提言され、特に地元からは環境を心配

　する声が上がりました。ご理解をいただくために

　幾度となく協議検討を重ねて無事操業に至ったこ

　とはとてもうれしい出来事でした。

③自然豊かな観光資源と温かい人間関係です。また

　四季折々のイベントが数多くあり、魅力あふれる

　戦国を偲ぶ貴重な歴史文化遺産が豊富な町です。

④市民の意見を聞きながら、一人の市民としての視

　点と感覚を忘れず、市民のための行政を行ってい

　きたいです。行政でできることはやっていきますが、

　地域でできること、市民でできることはお互いに

　助け合うことで地域のコミュニケーションを作り、

　共に「まちづくり」をしていってほしいです。

⑤スポーツ観戦が好きで「野球」「サッカー」をよく

　見ます。また今は「相撲」が楽しみです。映画も

　よく見にいき「硫黄島からの手紙」は大変感動し

　ました。テレビでは時代劇「水戸黄門」の長年の

　ファンです。

鳳来総合支所長

黒田 厚志氏（59歳）黒田区

地域の連携を大切に!

鳳来総合支所　地域振興課

Q.

鳳来寺山の

石段の数を

ご存じ?

涼を求めて

作手に

いきま～す

〔答＝1425段〕

か わ い 　 　 た だ しく ろ だ 　 　 あ つ し

しゅっこう

たずさ

し き おりおり

い おうじま

しの

あいしゅう

いちがん
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①企画課・秘書室・じょうほう課から構成しています。

　市の行事における儀式・表彰業務、広報「ほのか」

　の発行、ケーブルテレビ事業、総合計画、国際交

　流事業などを担当しています。

②今年で32回目となる「市民文化講座」です。

　草創期の昭和53年の第3回から7年間、延べ30

　人余りの講師を送迎しました。講演慣れした著名

　な方でも、迎えの車の中は大変無口でした。しか

　し帰りの車中は安堵からか口数も多く、講演では

　聴かれない生の声や貴重な話が聞けました。人と

　して不可欠な「緊張」の大切さを教わりました。

③市内に15の駅を有し、ゆったりと走る飯田線の

　変わらない風景や、都会にはない人の和や田舎な

　らではの心づかいです。

④現在実施中の「ケーブルテレビ事業」は、良好な

　テレビと高速インターネットを提供し、都会との

　情報格差のない社会を実現します。さらに暮らし

　に必要な情報や役立つ情報を発信し、市民の皆さ

　んと話題を共有し、市としての一体感を図るため

　に必要であることをご理解いただきたいと思います。

　また大勢の方にご加入をお願いします。

⑤昭和44年夏・甲子園では、松山商業対三沢高校

　の決勝戦が18回引き分けでした。翌日の再試合

　を見に行き、その魅力に取り付かれました。以来

　38年間毎年甲子園に通い、猛暑のアルプス席で2

　～3日応援します。今年も私の夏が来て「やまい」

　が再発。この「やまい」は一生治らないでしょう。

企画部長

鈴木 久雄氏（58歳）細川区

ケーブルテレビ事業にご理解とご加入を！

本庁舎2階　企画課

①市民の皆さんと直接かかわりのある事務・事業を

　行う市民課・保険医療課・税務課の3課で組織し

　ています。職員は「迅速・ていねい・親切」をモッ

　トーに努力しています。

　税については、三位一体改革の税制改正による税

　源移譲などで負担が大きくなっていますが、安心

　して暮らせる市政の実現のために、いっそう努力

　していきます。乳幼児医療や障害者医療費助成な

　どの福祉医療も充実していきます。
　

②旧鳳来町時代に担当した「大島ダム」の建設に係

　る事務です。水没・移転された方々や関係地区、

　自治体の方々との話し合いを通じて地域振興策の

　実現を図りながら、平成13年にダムの完成を無

　事に迎えられたことです。

③自宅のある「長篠」は、日本の歴史を語る時必ず

　出てくる「長篠の戦い」があったところです。

　全国どこに行っても通じる地名で自慢できます。

　また、他地区から移転してきた方々とのコミュニ

　ケーションもよく、大変住みやすいです。

④合併して1年9カ月が過ぎましたが、まだ納得で

　きる一体感が感じられないと思います。いろいろ

　な団体がイベントなどを開催しているので、ぜひ

　参加してほしいです。

⑤健康増進と気分転換を目的に週2回の軽スポーツ

　に励んでいます。趣味は映画鑑賞と温泉巡り…。

市民部長

岡本 和久氏（57歳）本郷区

安心して暮らせる市政のために！

本庁舎1階　市民課

明るく

さわやかな

市民の窓口

ほっHonoka

の応援に

感謝

● ● ●

あ ん ど

そうそう　き

さん み いったい

す ず き ひ さ おお か も と 　 か ず ひ さ
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①福祉課（生活保護・障害者福祉のために民生委員・児童委

　員とともに地域福祉に関わっている）

　介護高齢課（介護保険制度による事務や地域包括支援セ

　ンター「社会福祉協議会内」を中心に介護予防事業を行う）

　児童課（市内20の保育園の保育や児童虐待に関する相

　談支援事業を行う）

　健康課（母子健康診査・相談・各種予防注射や成人の健康

　診査・相談などを行い、市民の健康づくりの支援をしている）

　老人ホーム（入所生活支援・デイサービス事業を行う）

②30年以上の勤めの中で一番の出来事は「合併」

　です。それぞれの長い歴史の中で培ってきたこと

　の調整の難しさを痛感しました。また今日の福祉

　制度の急激かつ大きな変革です。数々の歴史の転

　換点に居合わせたという思いが大きいです。

③戦国時代の歴史を変えた鉄砲3千挺が火をふいた

　長篠・設楽原の決戦場の跡に、私たちが今住んで

　いることの歴史の重みを感じられるところです。

④市役所は皆さんと一緒に考え、提供サービスも共

　に作り上げていくべきところだと思います。今こ

　そ「自助・共助・公助」のあり方が問われている

　と思います。

⑤趣味は本を買うこと。「週刊読書人」という新聞

　を定期購読し、その中から気に入った本を買って

　いました。

　最近読んだ本は「上橋菜穂子・守り人シリーズ」

　や「小野不由美・12国記シリーズ」。

　今は老眼もあり、なかなか本が読めなくなりました。

福祉健康部長

小林　薫氏（59歳）緑ヶ丘区

今こそ「自助・共助・公助」を!

東庁舎1階　福祉課

①総務課（本庁舎管理、行政区・議会の調整、条例、文書、選

　挙事務など）

　市民安全対策室（交通安全運動、防犯灯・街路灯整備、交

　通災害共済事務、安全安心に関する事務など）

　人事課（職員給与、福利厚生、研修、人事異動、職員採用）

　財政課（予算編成、予算の配当、地方交付税算定資料の作

　成、市債の申請、償還など）

　契約管財課（工事、物品の入札、契約事務、市有地管理、財

　産区に関する事務など）

②平成4年から6年の旧新城市環境課勤務の時、新

　たな埋立処分場を鳥原地内に設置できたこと、また、

　資源物分別回収を新城方式として確立できたことと、

　燃えるごみの指定袋が導入できたことなど市民の

　方のご理解とご協力に感謝しています。

③自然が豊かで地域のつながりが深く、時間がゆっ

　くり流れているような感じがするところです。

④市では、健全な行財政運営の基盤を確立しようと

　いう強い意思のもとに改革を進めています。その

　ため、事務事業・補助金の見直し、職員定数の削

　減など行っています。この改革を継続しつつさら

　に強力な改革も必要だと思います。行財政改革の

　必要性をご理解いただくために「ザイセイの話」

　を発行しました。厳しい財政状況のご理解をお願

　いします。

⑤四季を通して山に登り写真を撮ることです。4月

　末に、上高地から槍ヶ岳まで行ってきました。　

　山に入った日は雪でしたが翌日は快晴で最高でした。

　昨年は、まちなみ情報センターで若い時から現在

　までの山の写真フィルムを整理し、ＣＤ化しました。

総務部長

墨岡 孝始氏（58歳）平井区

健全な行財政運営の基盤確立!

東庁舎1階　総務課

愛妻弁当

おいしそぉ～!

読書の

レパートリーの

広さに脱帽!

す み お か 　 た か し こ ばやし　　 かおる

かみこう ち やり が だけ

つちか

こんにち



6

①監査委員の指示のもと、公正で合理的かつ能率的

　な行政運営を確保するために、違法・不正の指摘

　にとどまらず、経済性・効率性に観点をおき監査

　を実施しています。

　一般会計・特別会計・企業会計などが適切に事務

　処理されているか監査をしています。

②事務推進のため多くの人と会うことができ、勉強

　することができました。病院経営に参加できたこ

　とも貴重な体験でした。

③山紫水明の大自然の豊かな恵みを受けた風光明媚

　な山・川をはじめ、四季折々の新鮮な味覚に恵ま

　れています。人は素朴で人情味にあふれていると

　ころです。

④法に基づいて事務を遂行しながらも、常に「改革心」

　を持って取り組んでいます。

⑤木や竹を使って、物を作ることが好きですが、人

　に渡したり売ったりできるものではありません。

　何事にもチャレンジ精神で常に工夫することをモ

　ットーにして取り組んでいます。

監査委員事務局長

平野 恒夫氏（59歳）栄町区

常に改革心を念頭に！

第2庁舎2階　監査委員事務局

①議会事務局は、議会が十分活動できるように、本

　会議や委員会準備・運営を補助するとともに、会

　議録の作成や議会広報などの仕事を行っています。

　また、議員活動が円滑に進められるように、各種

　調査を行っています。

②歴史に残る一大事業（愛知新城大谷大学の誘致）

　の用地交渉の際、午前0時を過ぎる度重なる交渉

　にも進展がみられず、事業を断念するかどうかの

　瀬戸際で、私情を捨てて地域発展のためにと理解

　が得られ、事業推進が図れたことです。

③人情味豊かな風土（人にやさしく、まるい）や恵まれ

　た自然環境（心が癒される山紫水明の地）です。

④恵まれた自然資源（環境）や歴史・伝統・文化を後

　世に引き継ぐべく担い手の育成と地域コミュニテ

　ィを大事にすることです。厳しい財政状況の下、

　税の行方にさらに関心を深めるとともに、安易な

　行政任せ（依存）から自ら行うべきこと、できるこ

　とは自らの手で行う役割意識と、過ぎたるは応分

　の負担をする責任意識をもち、まちづくりに市民・

　行政の一体感が芽生えればいいと思います。

⑤この4月に、市長部局（人事課）から異動しました。

　付き合うほどに味が出るタイプ。生真面目な性格

　がともすれば硬い印象に受け取られがちなところ

　があります。課題である笑顔は心と体、ひいては

　地域活力の源と心がけています。一人の笑顔が家庭・

　職場・地域…と連鎖していけば、まさに勇気・元

　気百倍。人生六気と言われ、「元気・やる気・本気・

　根気・勇気・陽気」を心に留めたいです。趣味は読書・

　つり・ドライブです。

議会事務局長

加藤 久夫氏（57歳）野田区

地域コミュニティを大切に！

東庁舎2階　議会事務局

やさしくて
ま～るい
お人柄

笑顔満開

ふ う こ う め い び

いや

もと

たび

さ ん し すいめい

ひ ら の 　 　 つ ね おか 　と う 　 　ひ さ お
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ほんそう

①環境課と生活衛生課で構成しています。

　1　市民への直接対応―廃棄物の収集処理、問い

　　　合わせ対応など

　2　地球温暖化対策「チーム、マイナス6%しん  

　　　しろ」の普及PRなど

　3　環境施設の運営と維持管理―クリーンセンター、  

　　　斎苑、清掃センター（し尿）

②昨年5月に市内で大型ダンプの沢への転落事故が   

　発生、幸い運転手も命に別状がなく、下流域への

　油流出にも至らずホッとしました。

③山川のバランスがよく自然が豊かなところ。人情

　味ある市民気質、気候風土からいっても最適な居

　住地域です。

④ごみを安易に出さないで、分別をまめに行ってく

　ださい。ごみの減量化と分別は、年間5億円もか

　かっている処理費用の削減と施設の延命化につな

　がります。今後、パッカー車（ごみ収集車）の回

　り方も考え、市民の皆さんの要望に沿えるように

　考えていきます。

⑤好きなことは、旅行、日曜大工、鮎つり、花火。

　じっとしているのは苦手です。

　ご家庭で出されたごみがどのように運ばれ、どこ

でどうやって焼却されているかを見学することがで

きます。30分ほどのビデオを見た後、搬入状況や

焼却炉のようすを現地でご案内します。事前予約が

必要です。

生活環境部長

原田 貞幸氏（59歳）矢部区

ごみの減量化と分別化の徹底を !

市民体育館事務室1階　環境課

教育部長

夏目 勝雄氏（57歳）上吉田区

学校の耐震化を最優先 !

市民体育館事務室2階　学校教育課

①学校教育課…幼児から中学生までの子どもの教育。庶   

　務課…幼稚園と学校の運営・整備。生涯学習課…青少

　年や成人を対象とした社会教育。文化課…文化の振興。

　文化財の保護と活用。スポーツ課…スポーツの振興。

　市内には幼稚園2園小学校20校、中学校6校があり

　ます。児童生徒は約4,800人です。

②企画課に在籍していた10数年前「福祉のまちづくり

　計画（ホワイトプラン）」を担当。ハード面だけでな

　く、ソフト面の整備も重要でしたので、計画全体にわ

　たって医師会の調整が必要となり、限られた時間の中

　で奔走しました。当時の医師会長さん宅に夜間に何度

　もお邪魔し、午前0時すぎまで激論をかわしたことも

　ありました。ホワイトプランを見るたび、この日のこ

　とを懐かしく思い出します。

③桜淵公園。桜の季節は一番のお気に入りです。芝生広

　場からの眺めは格別で、愛知万博の折、新城を訪れた

　スイスの大統領に「スイスにも劣らない素晴らしい景

　色」と絶賛されました。

④国からの交付金が減額され続け、財政状況が厳しい中

　にあっても市民が安心して安全に暮らすことのできる

　環境を整えることは最優先しなければなりません。学

　校の耐震化は優先すべき事業の筆頭です。たとえ厳し

　い予算の中でも図書館の月曜開館など、あまり費用を

　かけずにできるサービスはこれからも積極的に努めて

　いきます。

⑤アクション映画が好きですが、最近のものはコンピュ

　ーターを使った特撮が多く、ちょっとシラケ気味。ジ

　ャンルとしては、「JFK」「ジャッカル」などのポリ

　ティカルアクションというのが好きです。小説もよく

　読みます。フレデリック・フォーサイスの「神の拳」

　「イコン」や近作では手嶋龍一の「ウルトラダラー」

　などがおもしろいですね。

笑顔で

ハイ、

チーズ !

ゴミを減らせば

お金も貯まる

な つ め 　 　 か つ お は ら た 　 　さ だ ゆ き
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①水道事業、工業用水道事業、簡易水道事業、公共

　下水道事業、地域下水道事業、農業集落排水事業

　などの計画、施行、維持管理を行っています。また、

　合併処理浄化槽設置整備事業に対する補助金交付

　も行っています。

②約27年間という長い間、土木事業に携わっていて、

　それぞれの現場で地域の皆さんの深いご理解とご

　協力により、事業を無事に終えることができたこ

　とです。山間部の道路を、車が通れるように広げ

　る事業を数多く行ってきましたが、今では住む人

　もいなくなり、時代の流れとはいえ、むなしさも

　感じます。

③人情と美しい自然です。

④宅内漏水が多くあります。月に一度は量水器のパ

　イロットランプを確認し、我が家の漏水確認をお

　願いしたいです。水は限りある大切な資源。一滴

　でも無駄にしないで！

⑤趣味は「渓流釣り」。ちなみに釣り暦約35年に

　なります。

水道事業部長

平田 義則氏（59歳）上吉田区

月に一度は量水器の確認を！

仮庁舎1階　下水道課

①農業、林業、商業、工業、観光それぞれの産業が

　自らの力で発展していける環境を支援、整備する

　仕事を行っています。

②平成17年の市町村合併です。農業、商工、観光

　などの合併の調整は、それぞれの地区の温度差も

　あり大変さが身にしみました。

③自然環境が豊かで史跡、名勝が多いことです。桜

　淵の桜の整備もし、みんなで盛り上げていきたい

　です。

④私たちが住む中山間地域には、農地、農業用水や、

　豊かな生態系、美しい景観といった地域資源があり、

　私たちの貴重な財産です。この資源を守るために、

　適切な管理について地域での取り組みが必要です。

　観光も重要なポイントでありますが、今後は経済

　効果が上がるものも考えていきたいです。

⑤休日を利用して、農業、林業をしています。米や柿、

　野菜を作っていますが、それが唯一のストレス解

　消になっています。

新城の上水道は「金魚」と「めだか」が守り神!?
皆さんの家の、水道の蛇口をひねると水が出てきます。新城浄水場では、その水が安全

に飲める水かどうか「金魚」と「めだか」が“ お毒味”を行っています。

「浄水場の開放日」
毎年水道週間（6月１日から一週間）に浄水場の一般開放を行っています。

新城の水道水を作る浄水場の役割をご覧ください。事前申し込みがあれば見学可能です。

経済部長

鈴木 啓史氏（58歳）上平井区

経済効果の上がる産業を目指して！

仮庁舎1階　農業振興課

市民の知恵も

必要ですね

金魚さん

今日も元気

ですか?

たずさ

れ き

ひ ら 　た 　 　 よ し の りす ず 　き 　 　 け い 　し
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もと

①消防総務課…消防施設の整備、消防団に関すること、

　火災の原因調査および損害調査、予防業務などです。

　防災対策課…防災および防災対策に関すること、

　防災無線、自主防災の育成、防災訓練などです。

　消防署…1署・3分署・1出張所・2分遺所・１駐在所

　から構成しています。

　新城北設楽までの火災・災害の警戒および防御、

　救急業務、救助業務です。

②民間協力で貴重な人命が救われたり、火災が最小

　限に食い止められたことです。

③自然環境が豊かで歴史・文化遺産が豊富。人情も

　豊かなところです。

④日ごろから火の元の管理を確実にして、地震など

　大規模災害発生時に被害を最小限に止めるための

　備えをしてほしいと思います。家族や地域ぐるみ

　での取り組みが重要になります。

　また家具の転倒防止や住宅用火災報知器の設置も

　お願いしたいと思います。

⑤趣味は鉄道旅行やドライブです。時刻表やドライ

　ブマップを見て、旅行の計画を立てるのが楽しみ

　です。

①土木事業（道路建設・改修・維持、河川の改修・

　維持など）高速道路の建設促進、都市計画の立案・

　決定・事業推進、公共住宅の建設・管理、土地区

　画整理事業の推進です。

②国家事業である第二東名が市に計画されインター

　チェンジも予定され、本市の発展に期待の持てる

　大事業に関わり、地元との協議が得られるに至っ

　たことです。

③話し合いで課題の解決ができる市民の良識あると

　ころが何よりいいところです。また豊川の清流と

　桜淵、鳳来寺山や作手高原も宝です。

④財政的に非常に厳しい状況ですが、生活の現状維

　持や若者のUターンを受け止めるための都市間格

　差をなくさなければと考えています。お金だけで

　はない手法もあるかと思いますので、知恵とご協

　力をお願いします。

⑤スポーツ観戦が好きで高校野球は特によく見ます。

　審判をやった経験から試合の時、主審としてボー

　クを取る辛さもありますが、投手がボークを取ら

　れた時、内野手が集まり励まし合うシーンに胸を

　打たれました。

消防本部・消防長

河合 教司氏（57歳）菅沼区

災害は忘れたころにやってくる!

新城消防本部2階　

建設部長

古市 知久氏（57歳）杉山区

若者のUターンを受け入れよう！

仮庁舎1階　都市計画課

�編集／市民編集委員　☎23-7623・FAX 23-7296

建設部長 古市 知久 氏は、病気療養中のところ8月2日(木)、

ご逝去されました。謹んでご冥福をお祈りします。

編
集
後
記

　新城市は部長さんの指揮の下、着実に前進しています。どこよりも住みよい街にしていくためには、

私たち市民も「行政にやってもらう」だけでなく「私たちにできることは互いに助け合っていくことが

大切」だと思いました。

　15人の部長さん、突然の取材にも関わらず、笑顔でご協力ありがとうございました。（^ －^；）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青山・加藤き・加藤ひ・夏目）

行政と野球の

名審判

制服が

お似合いです

か わ　い の り じふ る い ち 　 と も ひ さ

ぶんけんしょ
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広報しんしろ「ほのか」「ほっHonoka」は、環境に優しい大豆インキ及び
古紙配合率100％再生紙を使用しています。 

アキアカネ

写真／岩城忠雄

　平成16年秋、多くの市民の方々のご支援ご協力の下、新城初の知的障がい者授産施設「レインボーはう

す」が開所しました。あれから3年。レインボーはうすを福祉拠点とし、多くの障がい者支援のための事業

が開設されました。この地域に暮らす障がいをもった人たちの生活は目に見えて前進してきました。今後も

新制度をうまく活用し、新城で快適に暮らすために、レインボーはうすは福祉拠点としての役割を果たして

いきます。

　今回は新城初の「市民福祉フォーラム」を開催し、穂積市長さん始め市民の皆さんとともに「障がい者が

快適に暮らすためには、どのような支援や社会であったらいいのか」を考えてみようと思います。

　ぜひご参加くださり、「快適に暮らせる、しんしろの街づくり」を語り合ってみませんか。

日　時　　9月22日（土）　午前9時30分～午後3時

場　所　　新城文化会館　　大会議室

参加費　　1,000円（資料代）　弁当代 500円（レインボー弁当＋お茶）

内　容　　第1部　「レインボーはうす3年間の実践報告」……施設長、各事業所代表スタッフ

　　　　　第2部　基調講演「障害者自立支援法が施行されて」

　　　　　　　　　……厚生労働省障害福祉課　地域移行支援専門官　武田 牧子 氏

　　　　　第3部　シンポジウム「障がいをもった人が快適に暮らすために！」

　　　　　　　　　シンポジスト……穂積 亮次 氏（新城市長）・戸田 恵子 氏（精神保健福祉士）

　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井 睦夫 氏（ユニー株式会社 新城店長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤 和志 氏（当事者）・夏目 みゆき（新城福祉会理事長）

　　　　　　　　　アドバイザー……武田 牧子 氏

　　　　　　　　　司会進行…………長坂 宏（レインボーはうす施設長）

　問い合わせ先　新城福祉会レインボーはうす　Tel.24-1313　Fax.24-1555

Eメール　rainbowhouse@fine.ocn.ne.jp   　 ホームページ　http://www16.ocn.ne.jp/̃rainbow3/index.html

レインボーはうす開所3周年を記念して

「第3回 なないろ祭り」開催　
　10月8日（祝）10時～15時
　　　　レインボーはうす

む つ お

ま き こ

か ず し




